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論　
　

文

杜
甫
「
送
高
三
十
五
書
記
」
詩
に
お
け
る
高
適
批
評

川　
　

口　
　

喜　
　

治

一

　

本
稿
は
、
杜
甫
の
「
送
高
三
十
五
書
記
」
詩
（
以
下
「
送
高
」
詩
と
略
称
す
る
）
の
詩
句
の
表

現
が
高
適
の
詩
歌
に
依
拠
し
た
か
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
高
適
詩
を
典
故
と
す
る
引
用
の
モ
ザ

イ
ク
的
な
作
品
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
高
適
の
文
学
や
人
物
の
特
徴
を
捉

え
た
批
評
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

杜
甫
の
詩
歌
が
、
詩
人
や
そ
の
詩
才
・
詩
風
に
つ
い
て
の
批
評
に
代
表
さ
れ
る
文
学
批
評

や
、
人
物
の
特
徴
を
捉
え
た
批
評
的
描
写
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
は
、
諸
家
に
よ
っ
て
つ
と
に

指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
物
描
写
に
つ
い
て
は
賀
知
章
、
李
白
、
張
旭
ら
を
生

き
生
き
と
描
き
出
し
た
「
飮
中
八
仙
歌
」（
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
註
』
巻
二
・
８
１
頁
）
を

（
１
）

代
表
例
と

し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う（
２
）。

　

杜
甫
の
詩
歌
に
お
け
る
文
学
批
評
的
な
特
質
に
つ
い
て
は
「
戲
爲
六
絶
句
」（
巻
十
一
・
８

９
８
頁
）
が
採
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
伊
藤
正
文
氏
は
「
六
絶
句
」
に
つ
い
て
「
難

解
な
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
の
文
学
観
を
表
示
し
た
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
彼
は
こ

の
六
絶
句
に
お
い
て
、
文
学
遺
産
の
継
承
と
創
造
の
問
題
を
論
ず
る
と
と
も
に
、
当
時
の
文

学
風
潮
に
存
在
す
る
偏
向
に
対
し
て
痛
烈
な
批
判
を
行
な
っ
て
い
る
。」
と
、
そ
の
文
学
批

評
的
性
質
を
概
括
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
伊
藤
氏
は
「
盛
唐
詩
に
は
、
詩
を
も
っ
て
文
学
を
論

ず
る
作
品
が
、
従
来
よ
り
も
飛
躍
的
に
増
加
す
る
傾
向
を
示
す
。」「
単
に
儀
礼
の
域
に
と
ど

ま
ら
ず
、
積
極
的
に
批
評
意
識
を
働
か
す
詩
人
も
、
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。
そ
の
筆
頭
が

杜
甫
で
あ
り
、
彼
の
友
人
た
る
高
適
・
岑
参
・
李
白
・
王
維
ら
も
、
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。」

と
、
盛
唐
詩
に
お
け
る
杜
甫
を
筆
頭
と
し
た
文
学
批
評
の
傾
向
を
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の

文
学
批
評
は
過
去
の
詩
人
や
作
品
に
向
け
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
代
の
詩
人
に

対
し
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
批
評
方
法
の
特
徴
に
つ
い
て
伊
藤
氏
は
「
建
安
詩
人
や
謝

霊
運
・
鮑
照
の
文
学
で
も
っ
て
、
相
手
の
作
品
を
評
価
す
る
風
潮
が
、
か
な
り
普
遍
的
で
あ
っ

た
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
盛
唐
詩
の
底
辺
の
一
面
を
察
す
べ
き
好
例
で
あ
ろ
う
。
し
か

も
こ
の
よ
う
な
現
象
が
、
盛
唐
に
先
立
つ
初
唐
期
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
注
意
し
て

よ
い
こ
と
で
あ
る
。」
と
指
摘
さ
れ
る（
３
）。

　

ま
た
盛
唐
詩
人
に
お
け
る
同
時
代
詩
人
に
対
す
る
批
評
に
つ
い
て
、
松
浦
友
久
氏
は
、
周

辺
詩
人
に
対
し
て
言
及
す
る
場
合
、
杜
甫
は
「
詩
人
と
し
て
の
側
面
」
に
重
点
を
置
い
て
言

及
す
る
場
合
が
多
い
の
に
対
し
て
、
李
白
は
対
照
的
に
詩
人
の
詩
才
や
詩
風
に
ふ
れ
る
こ
と

は
ま
っ
た
く
な
く
、
あ
く
ま
で
親
し
い
友
人
と
し
て
の
言
及
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
高
適
・

岑
参
が
杜
甫
の
態
度
に
近
く
、
王
維
・
王
昌
齢
が
李
白
の
態
度
に
近
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て

い
る（
４
）。

　

伊
藤
・
松
浦
両
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
詩
歌
に
お
け
る
文
学
批
評
は
、
盛
唐
に
お
い
て
盛

ん
と
な
り
、
ま
た
同
時
代
の
詩
人
や
そ
の
詩
才
・
詩
風
に
対
す
る
批
評
は
、
杜
甫
に
と
り
わ

け
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
し
て
論
者
は
本
稿
に
お
い
て
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
杜
甫
が
同
時
代
の
詩
人
・
高

適
を
描
く
「
送
高
」
詩
に
お
い
て
、
過
去
の
詩
人
や
文
学
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
と
り
も
な

お
さ
ず
高
適
自
身
の
作
品
に
基
づ
い
て
、
高
適
の
文
学
や
人
物
の
特
徴
を
評
し
て
い
る
態
度

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
換
言
す
る
な
ら
ば
、
杜
甫
詩
（
の
出
典
）
を
高
適
詩

に
よ
っ
て
注
釈
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
こ
の
方
法
は
、
高
適
と
そ
の
文
学
に
対
す
る
深
い
理
解
を
前
提
と
す
る
。
論
者
に
そ

れ
が
備
わ
っ
て
い
る
か
は
た
い
へ
ん
心
許
な
い
が
、
た
だ
論
者
は
以
前
よ
り
高
適
に
つ
い
て

考
察
し
て
お
り
、「
送
高
」
詩
に
接
し
た
と
き
に
こ
の
詩
の
解
釈
に
お
い
て
は
上
記
の
方
法

が
有
効
で
は
な
い
か
と
気
づ
い
た
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
そ
れ



山口県立大学学術情報　第３号　〔国際文化学部紀要〕　2010年３月

― 14 ―

は
、
杜
甫
詩
の
注
釈
や
盛
唐
の
文
学
批
評
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
検

討
が
さ
ほ
ど
試
み
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
少
な
く

と
も
「
送
高
」
詩
に
対
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
注
釈
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二

　

杜
甫
の
「
送
高
」
詩
の
表
現
が
高
適
の
詩
歌
を
典
故
と
す
る
た
め
に
は
、「
送
高
」
詩
の

制
作
時
点
で
、
杜
甫
に
、
高
適
と
そ
の
文
学
に
対
す
る
深
い
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
が
前
提
と

な
る
。
杜
甫
と
高
適
の
交
遊
は
盛
唐
詩
人
間
の
交
遊
の
中
で
も
代
表
的
な
も
の
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
交
遊
に
お
い
て
は
当
然
文
学
的
な
側
面
が
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
以
下
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。

　

ま
ず
「
送
高
」
詩
の
制
作
背
景
と
時
期
で
あ
る
が
、論
者
は
か
つ
て
先
行
研
究
を
整
理
し
、

次
の
よ
う
に
考
え
た（
５
）。
高
適
は
、
杜
甫
に
こ
の
作
品
を
呈
せ
ら
れ
る
以
前
、
天
宝
八
載
（
七

四
九
）
四
十
九
歳
に
し
て
よ
う
や
く
手
に
し
た
官
職
で
あ
る
陳
留
郡
（
＝

州
）
封
丘
県
（
河

南
省
封
丘
県
）
の
尉
を
同
十
一
載
に
任
期
途
中
で
辞
し
、
長
安
に
や
っ
て
き
て
い
る
。
同
年
、

高
適
は
隴
右
節
度
使
（
鎮
所
・

州
湟
水
県
＝
青
海
省
楽
都
県
）
哥
舒
翰
の
判
官
・
田
梁
丘
な
る

人
物
の
斡
旋
を
経
て
、
哥
舒
翰
に
よ
り
左
驍
衛
兵
曹
参
軍
に
推
薦
さ
れ
、
哥
舒
幕
府
の
掌
書

記
の
職
に
就
い
て
い
る
。
高
適
は
、
天
宝
十
一
載
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
時
期
に
、
初
め

て
河
西
・
隴
右
の
哥
舒
翰
幕
府
に
入
幕
し
、
同
年
冬
哥
舒
翰
に
随
っ
て
長
安
に
戻
り
、
翌
十

二
載
夏
に
再
び
河
隴
の
地
へ
赴
い
た
。
そ
し
て
こ
の
時
、
杜
甫
に
よ
っ
て
「
送
高
」
詩
が
作

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
哥
舒
翰
は
、
十
一
載
四
月
に
安
思
順
が
河
西
節
度
使
（
鎮
所
・
涼

州
姑
臧
県
＋
神
烏
県
＝
甘
粛
省
武
威
県
）
か
ら
朔
方
節
度
使
に
転
任
す
る
の
に
と
も
な
い
、
隴
右

節
度
使
に
加
え
て
、
実
質
的
に
河
西
節
度
使
に
就
任
し
て
お
り
、
翌
十
二
載
に
河
西
節
度
使

に
正
式
に
就
任
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、「
送
高
」
詩
が
作
成
さ
れ
る
ま
で
の
杜
甫
と
高
適
の
交
遊
に
つ
い
て
確
認
す
る（
６
）。

　

ま
ず
、
天
宝
三
載
の
秋
、
杜
甫
と
高
適
は
李
白
と
と
も
に
梁
宋
（
今
の
河
南
省
東
部
、
開
封

市
か
ら
商
丘
市
に
か
け
て
の
あ
た
り
）
に
遊
ん
で
い
る
。
こ
の
当
時
の
こ
と
を
杜
甫
は
の
ち
に
次

の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
大
暦
元
年
（
七
六
六
）

州
（
治
・
奉
節
県
＝
四
川
省
奉
節
県
）
で

の
作
品（
７
）「
昔
遊
」（
巻
十
六
・
１
４
３
５
頁
）
に
は
「
昔
者
與
高
李
（
原
注

：

高
適
、
李
白
）、
晩
登

單
父
臺（
８
）。（

昔
者　

高
李
と
、晩
に
単
父
の
台
に
登
る
。）」
と
あ
り
、ま
た
同
年
同
所
で
の
作
「
遣
懷
」

（
巻
十
六
・
１
４
４
７
頁
）
に
は
「
昔
我
遊
宋
中
、
惟
梁
孝
王
都
。
…
…
憶
與
高
李
輩
、
論
交
入

酒
壚
。
兩
公
壯
藻
思
、
得
我
色
敷
腴
。
氣
酣
登
吹
臺（
９
）、
懷
古
視
平
蕪
。（
昔　

我　

宋
中
に
遊
ぶ
、

惟こ

れ
梁
の
孝
王
の
都
な
り
。…
…
憶
う　

高
李
の
輩
と
、交
を
論
じ
て
酒
壚
に
入
る
。両
公　

藻
思
壮
ん
な
り
、

我
を
得
て
色
敷
腴
た
り
。
気
酣た

け
な
わ

に
し
て
吹
台
に
登
り
、
古
を
懐
い
て
平
蕪
を
視
る
。）」
と
あ
る
。
特
に

後
者
か
ら
は
、
杜
甫
と
高
適
と
李
白
が
「
論
交
」
交
誼
を
結
び
、「
藻
思
」
詩
文
に
関
わ
る

思
い
を
述
べ
あ
い
、
文
学
論
を
た
た
か
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
文
学
の
特
質
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。
ま
た
同
じ
時
期
、
天
宝
三
載
の
高

適
の
作
「
宋
中
別
周
梁
李
三
子
」（
孫
欽
善
『
高
適
集
校
注
』
１
２
０
頁
）
10
（

）
に
「
李
侯
懷
英
雄
、

乃
天
資
。
方
寸
且
無
間
、
衣
冠
當
在
斯
。（
李
侯　

英
雄
を
懐お

も

い
、

こ
う
そ
う　

乃
ち
天
資
な
り
。

方
寸　

且も

し
間す

き

無
く
ん
ば
、
衣
冠　

当
に
斯こ

こ
に
在
る
べ
し
。）」
と
あ
り
、
こ
の
「
李
侯
」
が
李
白

で
あ
る
可
能
性
が
つ
と
に
聞
一
多
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る）
11
（

。

　

次
に
、
天
宝
五
載
の
夏
か
ら
冬
に
か
け
て
、
杜
甫
と
高
適
は
李
白
と
と
も
に
斉
魯
に
遊
び
、

冬
に
は
北
海
郡
（
＝
青
州
、
治
・
益
都
県
＝
山
東
省
益
都
県
）
の
太
守
・
李
邕
を
訪
ね
て
い
る
。

李
邕
は
、『
文
選
』
の
注
釈
者
・
李
善
の
息
子
で
あ
り
、
当
時
の
文
壇
の
長
老
で
あ
っ
た
。

こ
の
交
遊
の
過
程
、
特
に
李
邕
と
の
面
談
に
お
い
て
、
文
学
に
つ
い
て
様
々
に
意
見
が
交
換

さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
杜
甫
の
「
春
日
憶
李
白
」（
巻
一
・
５
２
頁
）
は
、
こ
の

交
遊
後
の
天
宝
六
載
、
長
安
に
お
い
て
李
白
を
追
憶
し
た
作
品
で
あ
り
、
後
半
に
は
「
渭
北

春
天
樹
、
江
東
日
暮
雲
。
何
時
一
樽
酒
、
重
與
細
論
文
。（
渭
北　

春
天
の
樹
、
江
東　

日
暮
の
雲
。

何
の
時
に
か　

一
樽
の
酒
も
て
、重
ね
て
与
に
細
か
に
文
を
論
ぜ
ん
。）」と
あ
る
。
も
う
一
度
い
っ
し
ょ

に
詩
文
に
つ
い
て
語
り
合
い
た
い
と
言
う
の
は
、
天
宝
三
載
と
同
様
、
五
載
の
交
遊
に
お
い

て
も
文
学
論
を
た
た
か
わ
せ
た
こ
と
、
且
つ
そ
れ
が
杜
甫
に
と
っ
て
楽
し
く
有
意
義
な
時
で

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
こ
れ
に
関
し
て
、
王
運
煕
・
楊
明
両
氏
は
『
隋
唐
五
代

文
学
批
評
史
』
に
お
い
て
、
杜
甫
詩
に
お
け
る
「
論
文
、
論
詩
」
の
例
を
「
春
日
憶
李
白
」

を
含
め
て
七
例
挙
げ
、
杜
甫
が
詩
歌
を
論
ず
る
の
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る）
12
（

。
い
ま
そ
の
中
か
ら
一
例
挙
げ
る
と
、
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
秦
州
（
治
・
成
紀
県
＝
甘
粛
省

秦
安
県
北
西
）
の
作
「
寄
彭
州
高
三
十
五
使
君
適

州
岑
二
十
七
長
史
參
三
十
韻
」（
巻
八
・
６

３
８
頁
）
の
末
二
句
に
「
會
待
妖
氛
靜
、
論
文
暫
裹
糧
。（
会か

な
ら

ず
妖
氛
の
静
ま
る
を
待
ち
て
、
文
を

論
ず
る
に
暫
く
糧
を
裹つ

つ

ま
ん
。）」
と
あ
る
。
高
適
・
岑
参
に
対
し
、
安
史
の
乱
が
お
さ
ま
っ
た

な
ら
ば
詩
文
を
論
ず
る
た
め
に
訪
ね
た
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
高
適
が
杜
甫
の
交
遊

に
お
い
て
文
学
論
議
の
相
手
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
も
判
明
し
よ
う
。

　

ま
た
杜
甫
が
天
宝
五
載
の
交
遊
に
言
及
す
る
詩
句
と
し
て
は
、
広
徳
二
年
（
七
六
四
）
成
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都
に
お
い
て
、
刑
部
侍
郎
・
左
散
騎
常
侍
と
な
っ
て
長
安
に
還
る
高
適
に
寄
せ
た
「
奉
寄
高

常
侍
」（
巻
十
三
・
１
１
２
２
頁
）
の
「
汶
上
相
逢
年
頗
多
、
飛
騰
無
那
故
人
何
。（
汶
上　

相
逢

う　

年
頗
る
多
し
、
飛
騰　

故
人
を
那い
か
ん何
と
も
す
る
無
し
。）」
が
あ
る
。
上
句
の
「
汶
」
水
は
山
東

省

州
市
や
曲
阜
市
の
北
を
流
れ
る
河
川
で
あ
る
。
二
句
に
は
斉
魯
の
交
遊
時
に
は
と
も
に

布
衣
で
あ
っ
た
の
が
長
い
年
月
を
経
た
今
、
そ
の
身
分
が
か
く
も
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
杜
甫
の
複
雑
な
思
い
が
読
み
取
れ
よ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
当
時
の
交
遊
が
、（
少
な
く

と
も
杜
甫
に
と
っ
て
）
二
人
の
交
遊
の
起
点
と
な
っ
た
記
念
す
べ
き
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。三

　

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
杜
甫
は
、「
送
高
」
詩
作
成
以
前
、
高
適
と
の
交
遊
に
お
い
て

詩
文
に
つ
い
て
の
議
論
を
た
た
か
わ
せ
、
そ
れ
を
通
じ
て
高
適
と
そ
の
文
学
に
対
し
て
理
解

を
深
め
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
節
で
は
、
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
「
送
高
」
詩
の
詩
句
の
表
現
が
高
適
詩
に
基
づ
く

と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
。
も
と
よ
り
全
て
の
詩
句
が
高
適
詩
に
拠
る

も
の
で
は
な
い
が
、
詩
句
が
そ
の
よ
う
に
発
想
さ
れ
表
現
さ
れ
た
理
由
を
高
適
詩
に
求
め
ら

れ
る
箇
所
も
少
な
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
送
高
」
詩
の
全
文
を
掲
げ
る
。

　
「
送
高
三
十
五
書
記
十
五
韻
」（ 

巻
二
・
１
２
６
頁
／
『
詳
註
』
の
詩
題
に
は
「
十
五
韻
」
と
あ

る
が
実
際
に
は
三
十
二
句
の
十
六
韻
で
あ
る
。）

　

１

峒
小
麥
熟　
　

く
う

峒ど
う　

小
麦
熟
す

　

2
且
願
休
王
師　
　

且
つ
願
わ
く
ば
王
師
を
休
め
よ
と

　

3
請
公
問
主
將　
　

請
う　

公
よ　

主
将
に
問
え

　

4
焉
用
窮
荒
爲　
　

焉な

ん
ぞ
荒
を
窮
む
る
を
用
て
為
さ
ん
と

　

5
饑
鷹
未
飽
肉　
　

饑き

鷹よ
う　

未
だ
肉
に
飽
か
ざ
れ
ば

　

6
側
翅
隨
人
飛　
　

翅つ
ば
き

を
側そ
ば

め
て
人
に
随
い
て
飛
ぶ

　

7
高
生
跨
鞍
馬　
　

高
生
の
鞍
馬
に
跨
る
は

　

8
有
似
幽

兒　
　

幽
并
の
児
に
似
た
る
有
り

　

9
脱
身
簿
尉
中　
　

身
を
簿
尉
の
中
よ
り
脱
し

　

10
始
與
捶
楚
辭　
　

始
め
て
捶
楚
と
辞
す 

　

11
借
問
今
何
官　
　

借
問
す　

今
は
何
の
官
に
て

　

12
觸
熱
向
武
威　
　

熱あ
つ
さ

を
触お
か

し
て
武
威
に
向
か
う
や
と

　

13
答
云
一
書
記　
　

答
え
て
云
う　

一
書
記

　

14
所
愧
國
士
知　
　

愧
ず
る
所
は
国
士
の
知
な
り
と

　

15
人
實
不
易
知　
　

人
は
実
に
知
り
易
す
か
ら
ず

　

16
更
須
愼
其
儀　
　

更
に
須
ら
く
其
の
儀
を
慎
む
べ
し 

　

17
十
年
出
幕
府　
　

十
年　

幕
府
よ
り
出
づ
れ
ば 

　

18
自
可
持
旌
麾　
　

自お
の
ず
か

ら
旌
麾
を
持
す
可
し 

　

19
此
行
旣
特
達　
　

此
の
行　

既
に
特
達 

　

20
足
以
慰
所
思　
　

以
て
思
う
所
を
慰
む
る
に
足
る 

　

21
男
兒
功
名
遂　
　

男
児　

功
名
遂
ぐ
る
は 

　

22
亦
在
老
大
時　
　

亦
た
老
大
の
時
に
在
り 

　

23
常
恨
結
歡
淺　
　

常
に
恨
む　

歓
を
結
ぶ
こ
と
浅
く
し
て 

　

24
各
在
天
一
涯　
　

各
お
の
天
の
一
涯
に
在
る
を 

　

25
又
如
參
與
商　
　

又
た
参
と
商
と
の
如
く
に
し
て 

　

26
慘
慘
中
腸
悲　
　

惨
惨
と
し
て
中
腸
悲
し
む 

　

27
驚
風
吹
鴻
鵠　
　

驚
風　

鴻
鵠
を
吹
き 

　

28
不
得
相
追
隨　
　

相
追
随
す
る
を
得
ず 

　

29
黃
塵
翳
沙
漠　
　

黄
塵　

沙
漠
を
翳お
お

い 

　

30
念
子
何
當
歸　
　

念
う　

子
の
何い
つ

か
当
に
帰
る
べ
き 

　

31
邊
城
有
餘
力　
　

辺
城　

余
力
有
ら
ば 

　

32
早
寄
從
軍
詩　
　

早
く
寄
せ
よ　

従
軍
の
詩
を

　

ま
ず
第
七
・
八
句
「
高
生
の
鞍
馬
に
跨
る
は
、
幽
并
の
児
に
似
た
る
有
り
。」
に
つ
い
て
。

こ
れ
は
掌
書
記
と
し
て
河
隴
の
哥
舒
翰
幕
府
に
赴
く
高
適
の
堂
々
と
し
て
颯
爽
た
る
姿
を
描

い
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
こ
で
高
適
が
「
幽
并
の
児
」
と
比
喩
さ
れ
て
い
る
の
は
何
故
で

あ
ろ
う
か
。
幽
は
、
唐
の
行
政
区
画
と
し
て
は
幽
州
（
治
・
薊
県
＝
北
京
市
）、
并
は
并
州
（
＝

太
原
府
、
治
・
太
原
県
・
晋
陽
県
＝
山
西
省
太
原
市
南
）
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
古
代
の
幽
州
と
并
州

の
地
方
、
お
お
む
ね
戦
国
時
代
の
燕
（
河
北
省
北
部
か
ら
遼
寧
省
の
地
方
）
趙
（
山
西
省
北

部
の
地
方
）
の
地
方
を
指
し
て
い
よ
う
。

　

ま
ず
「
幽
并
の
児
」
は
、曹
植
「
白
馬
篇
」「
白
馬
飾
金
羈
、連
翩
西
北
馳
。
借
問
誰
家
子
、
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幽

游
侠
兒
。
少
小
去
鄕
邑
、
揚
聲
沙
漠
垂
。（
白
馬　

金
羈
を
飾
り
、
連
翩
と
し
て
西
北
に
馳
す
。

借
問
す　

誰
が
家
の
子
ぞ
、
幽
并
の
游
侠
の
児
。
少
小　

郷
邑
を
去
り
、
声
を
沙
漠
の
垂ほ
と
り

に
揚
ぐ
。）」（『
魏

詩
』
巻
六）
13
（

）
を
語
彙
の
典
故
と
し
て
お
り
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
男
だ
て
の
姿
が
、
高
適
の
姿

に
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い）
14
（

（
も
っ
と
も
高
適
は
こ
れ
か
ら
「
揚
聲
沙
漠
垂
」

し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
）。
た
だ
私
は
、高
適
の
颯
爽
た
る
姿
を
表
現
す
る
の
に「
幽
并
」

が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
敢
え
て
こ
だ
わ
っ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

　

曹
植
詩
に
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、
幽
并
は
と
も
に
遊
侠
の
地
方
と
し
て
有
名
で
あ
り）
15
（

、
高
適

を
「
幽
并
の
児
」
と
喩
え
る
の
は
、
高
適
詩
に
見
ら
れ
る
交
わ
り
を
重
ん
ず
る
と
い
う
遊
侠

的
性
格
を
、
杜
甫
が
高
適
の
詩
歌
と
人
物
の
特
徴
と
し
て
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ

う
か
。
高
適
の
遊
侠
的
性
格
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
を
掲
げ
よ
う
。

　
「
邯
鄲
少
年
行
」（
３
８
頁
）
は
、
開
元
二
十
年
（
七
三
二
）
か
ら
二
二
年
、
燕
趙
の
地
方
へ

旅
遊
し
た
と
き
の
作
品
と
さ
れ
る
。
趙
の
邯
鄲
、
唐
の
洛
州
邯
鄲
県
（
河
北
省
邯
鄲
市
）
も
遊

侠
で
著
名
な
ま
ち
で
あ
る）
16
（

。

　
　

邯
鄲
城
南
遊
俠
子　
　

邯
鄲
城
南　

遊
侠
の
子

　
　

自
矜
生
長
邯
鄲
裏　
　

自
ら
矜ほ
こ

る　

邯
鄲
の
裏う
ち

に
生
長
す
る
を

　
　

千
場
縱
博
家
仍
富　
　

千
場　

博
を
縦
ほ
し
い
ま
ま

に
し
て　

家
仍な

お
富
み

　
　

幾
處
報
仇
身
不
死　
　

幾
処
か　

仇
に
報
じ
て
身
は
死
せ
ず

　
　

宅
中
歌
笑
日
紛
紛　
　

宅
中　

歌
笑　

日ひ
び

に
紛
紛
た
り

　
　

門
外
車
馬
如
雲
屯　
　

門
外　

車
馬　

雲
屯
す
る
が
如
し

　
　

未
知
肝
膽
向
誰
是　
　

未
だ
知
ら
ず　

肝
膽　

誰
に
向
か
い
て
是
と
す
る
か
を

　
　

令
人
却
憶
平
原
君　
　

人
を
し
て
却か
え

っ
て
平
原
君
を
憶
わ
し
む

　
　

君
不
見
今
人
交
態
薄　

君
見
ず
や　

今
人
の
交
態
の
薄
き
を

　
　

黃
金
用
盡
還
疏
索　
　

黄
金　

用
い
尽
く
せ
ば　

還ま

た
疏
索
た
り

　
　

以
茲
感
歎
辭
舊
遊　
　

茲こ

れ
を
以
て　

感
歎
し
て
旧
遊
を
辞
し

　
　

更
於
時
事
無
所
求　
　

更
に
時
事
に
お
い
て
求
む
る
所
無
し

　
　

且
與
少
年
飮
美
酒　
　

且し
ば
ら

く
少
年
と
美
酒
を
飲
み

　
　

往
來
射
獵
西
山
頭　
　

往
来
し
て
射
猟
せ
ん　

西
山
の
頭ほ
と
り

　
「
邯
鄲
少
年
行
」
は
、
宋
・
鮑
照
「
結
客
少
年
場
行
」
を
巻
頭
に
配
す
る
『
樂
府
詩
集
』（
巻

六
六
）
雜
曲
歌
辭
六
に
お
さ
め
れ
る
楽
府
題
で
あ
る
。
一
般
的
に
、
楽
府
は
以
前
の
作
品
の

テ
ー
マ
に
な
ら
い
つ
つ
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
の
作
品
か
ら
高
適
と
そ
の
文
学
に

遊
侠
的
性
格
を
特
徴
し
て
認
め
る
こ
と
に
は
慎
重
を
要
す
る
が
、
一
方
で
、
遊
侠
を
テ
ー
マ

と
し
た
詩
歌
を
制
作
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
い

ま
こ
こ
で
は
「
君
不
見
」
の
聯
に
示
さ
れ
た
「
金
の
切
れ
目
が
縁
の
切
れ
目
」
的
な
現
今
の

功
利
主
義
的
交
わ
り
の
軽
薄
さ
を
批
判
し
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

次
に
天
宝
初
め
、
五
、
六
載
の
頃
の
作
と
さ
れ
る
「
贈
任
華
」（
１
６
０
頁
）
を
掲
げ
る
。

　
　

丈
夫
結
交
須
結
貧　
　

丈
夫　

交
わ
り
を
結
ぶ
は
須
く
貧
と
結
ぶ
べ
し

　
　

貧
者
結
交
交
始
親　
　

貧
者　

交
わ
り
を
結
ば
ば
交
わ
り
始
め
て
親
し

　
　

世
人
不
解
結
交
者　
　

世
人
の
結
交
を
解
せ
ざ
る
者
は

　
　

唯
重
黃
金
不
重
人　
　

唯
だ
黄
金
を
重
ん
じ
て
人
を
重
ん
ぜ
ず

　
　

黃
金
雖
多
有
盡
時　
　

黄
金
は
多
し
と
雖
も
尽
く
る
時
有
り

　
　

結
交
一
成
無
竭
期　
　

結
交
は
一
た
び
成
ら
ば
竭つ

く
る
期
無
し

　
　

君
不
見
管
仲
與
鮑
叔　

君
見
ず
や　

管
仲
と
鮑
叔
と

　
　

至
今
留
名
名
不
移　
　

今
に
至
る
も
名
を
留
め
て　

名
の
移
ら
ざ
る
を

　

こ
の
作
品
で
は
、「
邯
鄲
少
年
行
」
の
「
君
不
見
」
の
聯
に
示
さ
れ
た
金
銭
を
度
外
視
し

た
交
わ
り
の
大
切
さ
に
テ
ー
マ
が
絞
ら
れ
て
い
る
。
故
事
と
し
て
著
名
な
「
管
鮑
の
交
」
を

挙
げ
、
貧
窮
時
の
交
わ
り
こ
そ
永
遠
の
価
値
を
持
つ
真
実
の
も
の
で
あ
り
、
現
今
の
金
銭
の

み
を
重
要
視
す
る
功
利
的
な
交
わ
り
を
否
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
二
首
（
も
ち
ろ
ん
現
存
す
る
作
品
以
外
に
も
こ
の
二
首
と
同
様
の
内
容
を
備
え
た
も
の
が
存
在

し
た
と
推
測
さ
れ
る
）
に
接
し
た
杜
甫
は
、
利
益
を
度
外
視
し
、
交
わ
り
を
重
ん
ず
る
と
い
う

遊
侠
的
性
格
を
、
高
適
の
詩
歌
と
人
物
の
特
徴
と
し
て
理
解
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま

た
こ
の
こ
と
に
深
く
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
作
品
が
杜
甫
に
存
在
す
る
。
天
宝
十
一
載
の
作

と
さ
れ
る
「
貧
交
行
」（
巻
二
・
１
３
３
頁
）
で
あ
る
。

　
　

翻
手
作
雲
覆
手
雨　
　

手
を
翻
せ
ば
雲
と
作な

り　

手
を
覆ふ

す
れ
ば
雨

　
　

紛
紛
輕
薄
何
須
數　
　

紛
紛
た
る
軽
薄　

何
ぞ
数
う
る
を
須も
ち

い
ん

　
　

君
不
見
管
鮑
貧
時
交　

君
見
ず
や　

管
鮑
貧
時
の
交
わ
り
を

　
　

此
道
今
人
棄
如
土　
　

此
の
道　

今
人　

棄
て
て
土
の
如
し

　
「
管
鮑
の
交
」
の
ご
と
き
貧
窮
時
の
交
わ
り
こ
そ
真
の
交
わ
り
で
あ
り
、
自
己
の
利
害
や

都
合
に
よ
っ
て
交
わ
り
を
翻
す
「
軽
薄
」
な
現
今
の
世
態
を
批
判
し
て
い
る
点
で
、
高
適
の

作
品
と
共
通
す
る
。
こ
の
作
品
が
系
年
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
制
作
に
あ
っ
た
っ
て
高

適
の
「
邯
鄲
少
年
行
」「
贈
任
華
」、
特
に
後
者
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る）
17
（

。

　

つ
い
で
「
鞍
馬
に
跨
る
」「
幽
并
の
児
」
の
比
喩
の
由
来
に
つ
い
て
別
の
点
か
ら
考
え
て
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み
る
。
高
適
は
こ
れ
ま
で
に
二
度
、
燕
趙
の
地
を
訪
れ
て
い
る
。
一
度
目
は
先
述
の
よ
う
に

「
邯
鄲
少
年
行
」
が
作
ら
れ
た
開
元
二
十
年
か
ら
二
二
年
の
間
の
布
衣
と
し
て
の
旅
遊
、
二

度
目
は
天
宝
九
載
か
ら
十
載
、
封
丘
県
尉
と
し
て
送
兵
の
任
務
を
帯
び
、
居
庸
関
（
北
京
市

の
西
北
、河
北
省
昌
平
県
西
）
を
越
え
て
清
夷
軍
（
河
北
省
懐
来
県
東
）
ま
で
赴
い
た
と
き
で
あ
る
。

一
度
目
の
旅
遊
の
時
、
高
適
は
営
州
（
治
・
柳
城
県
＝
遼
寧
省
朝
陽
市
）
に
お
い
て
「
營
州
歌
」

（
３
７
頁
）
と
い
う
作
品
を
作
り
、
そ
の
地
の
異
民
族
の
若
者
の
豪
快
な
生
態
を
活
写
し
て
い

る
。

　
　

營
州
少
年
厭
原
野　
　

営
州
少
年　

原
野
に
厭あ

く

　
　

皮
裘
蒙
茸
獵
城
下　
　

皮
裘　

蒙
茸　

城
下
に
猟
す

　
　

虜
酒
千
鍾
不
醉
人　
　

虜
酒　

千
鍾　

人
を
酔
わ
し
め
ず

　
　

胡
兒
十
歳
能
騎
馬　
　

胡
児　

十
歳
に
し
て
能
く
馬
に
騎
す

　

こ
れ
は
幽
并
の
児
（
若
者
）
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
杜
甫
は
、
国
境
に
近

い
地
域
の
騎
馬
す
る
勇
壮
な
若
者
に
対
す
る
高
適
の
愛
好
を
こ
の
よ
う
な
作
品
か
ら
理
解

し
、「
送
高
」
詩
作
成
当
時
五
十
三
歳
で
あ
っ
た
高
適
に
対
し
て
、
そ
の
騎
馬
の
颯
爽
た
る

姿
を
幽
并
の
若
者
と
表
現
し
、
は
な
む
け
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
開
元
二
十
六
年
制
作
さ
れ
た
高
適
の
代
表
作
「
燕
歌
行
」（
８
０
頁
）
が
一
度
目
の

燕
趙
旅
遊
で
の
見
聞
・
経
験
を
踏
ま
え
て
い
る
よ
う
に
、
二
度
に
わ
た
る
燕
趙
へ
の
旅
遊
は

高
適
の
経
歴
と
詩
作
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）
18
（

。
杜
甫

が
西
域
の
辺
境
0

0

へ
向
か
う
高
適
を
東
北
国
境
0

0

地
域
の
「
幽
并
」
を
も
っ
て
比
喩
し
た
の
は
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
も
拠
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か）
19
（

。

＊

　

次
に
第
九
・
十
句
「
身
を
簿
尉
の
中
よ
り
脱
し
、
始
め
て
捶
楚
と
辞
す
。」
で
あ
る
。
こ

れ
が
、
高
適
が
天
宝
八
載
か
ら
十
一
載
、
封
丘
県
尉
在
任
中
の
作
で
あ
る
「
封
丘
縣
」（
１

７
０
頁
）
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
、『
詳
註
』
や
楊
倫
『
杜
詩
鏡
銓
』（
巻
二
）
な
ど
に
お
い

て
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
作
品
を
掲
げ
よ
う
。

　
　

我
本
漁
樵
孟
諸
野　
　

我
は
本
と
孟
諸
の
野
に
漁
樵
し

　
　

一
生
自
是
悠
悠
者　
　

一
生　

自
ら
是
れ
悠
悠
た
る
者
な
り

　
　

乍
可
狂
歌
草
澤
中　
　

乍む
し

ろ
草
沢
の
中
に
狂
歌
す
べ
き
も

　
　

寧
堪
作
吏
風
塵
下

0

0

0

0

0

0

0　
　

寧な
ん

ぞ
風
塵
の
下
に
吏
と
作な

る
に
堪
え
ん
や

　
　

祇
言
小
邑
無
所
爲

0

0

0

0

0

0

0　
　

祇た

だ　

小
邑　

為
す
所
無
し
と
言お
も

え
ど
も

　
　

公
門
百
事
皆
有
期

0

0

0

0

0

0

0　
　

公
門　

百
事　

皆
期
有
り

　
　

拜
迎
官
長
心
欲
碎

0

0

0

0

0

0

0　
　

官
長
を
拝
迎
し
て　

心
碎
け
ん
と
欲
し

　
　

鞭
撻
黎
庶
令
人
悲

0

0

0

0

0

0

0　
　

黎
庶
を
鞭
撻
し
て
人
を
し
て
悲
し
ま
し
む

　
　

歸
來
向
家
問
妻
子　
　

帰
り
来
た
り
て
家
に
向お

い
て
妻
子
に
問
え
ば

　
　

舉
家
盡
笑
今
如
此　
　

家
を
挙
げ
て
尽
く
笑
う　

今
は
此か

く
の
如
し
と

　
　

生
事
應
須
南
畝
田　
　

生
事　

応
に
南
畝
の
田
を
須も
ち

う
べ
し

　
　

世
情
付
與
東
流
水　
　

世
情
は
付
し
て
東
流
の
水
に
与
え
ん

　
　

夢
想
舊
山
安
在
哉　
　

夢
想
す　

旧
山
は
安い
ず

く
に
か
在
る
や

　
　

爲
銜
君
命
日
遲
迴　
　

君
命
を
銜
む
が
為た
め

に
日ひ
び

に
遅
迴
す

　
　

乃
知
梅
福
徒
爲
爾　
　

乃
ち
知
る　

梅
福
は
徒
ら
に
爾し

か
為
す
を

　
　

轉
憶
陶
潛
歸
去
來　
　

転う
た

た
憶
う　

陶
潜
の
帰
去
来
を

　

第
一
句
の
「
孟
諸
」
は
高
適
が
布
衣
時
代
に
長
く
暮
ら
し
た
宋
州
の
治
所
・
宋
城
県
（
河

南
省
商
丘
県
）
の
東
北
に
あ
っ
た
沢
。
さ
て
傍
点
を
付
し
た
第
四
句
か
ら
第
八
句
に
、
県
の

最
下
級
の
官
職
た
る
県
尉
と
し
て
の
職
務
の
不
遇
が
描
か
れ
て
い
る
。
小
さ
な
県
の
尉
ゆ
え

に
た
い
し
た
勤
め
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、全
て
の
仕
事
に
期
限
が
あ
る
繁
忙
さ
や
、

長
官
を
出
迎
え
頭
を
下
げ
て
挨
拶
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
屈
辱
、
役
目
と
は
い
え
民
衆
に
鞭
打

ち
自
ら
も
悲
し
み
を
懐
く
様
子
が
表
白
さ
れ
て
い
る
。
四
十
九
歳
に
し
て
初
め
て
手
に
し
た

封
丘
県
尉
と
い
う
官
職
を
任
期
途
中
で
辞
し）
20
（

長
安
に
や
っ
て
き
た
高
適
の
こ
の
作
品
が
、
長

安
に
い
た
杜
甫
に
示
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
ま
た
天
宝
五
載
の
斉
魯
で
の
交
遊

後
の
作
品
を
お
互
い
披
露
し
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
長
安
で
布
衣
の
生
活
を
続
け

て
い
た
杜
甫
に
と
っ
て
、
高
適
が
県
尉
を
任
期
途
中
で
辞
し
た
こ
と
は
、
自
身
が
布
衣
で
あ

る
ゆ
え
に
い
っ
そ
う
強
い
印
象
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
高
適
は
こ
の
作
品
に
歌
っ

た
よ
う
に
隠
棲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
更
な
る
飛
躍
を
求
め
て
辺
境
の
掌
書
記

に
就
任
し
た
の
で
あ
り
、杜
甫
に
と
っ
て
ま
さ
に
「
送
高
」
詩
第
十
九
句
に
あ
る
よ
う
に
「
特

達
」
と
評
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
杜
甫
が
「
県
尉
の
身
分
か
ら
抜
け
出
し
、
や
っ
と
民
衆
に
鞭
打
つ
こ
と
に
も
別
れ

を
告
げ
た
」
と
、
高
適
に
と
っ
て
必
ず
し
も
誇
る
べ
き
で
は
な
い
キ
ャ
リ
ア
を
読
み
込
む
の

は
、
民
衆
に
む
ち
打
つ
こ
と
へ
の
高
適
の
躊
躇
に
杜
甫
が
共
感
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
さ

ら
に
は
右
の
詩
に
見
ら
れ
る
県
尉
と
し
て
の
職
務
の
不
遇
描
写
の
裏
側
に
あ
る
高
適
の
強
い

自
負
と）
21
（

、
県
尉
を
辞
し
て
そ
の
自
負
に
か
な
う
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
を
求
め
た
高
適
の
強
い
意

志
を
理
解
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
飛
躍
せ
ん
と
す
る
高
適
に
お
い
て
捨
て
去
ら
れ
る

べ
き
失
意
の
経
歴
と
し
て
敢
え
て
描
か
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
「
送
高
」
詩
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の
第
五
・
六
句
に
、
高
適
を
比
喩
し
て
「
饑
鷹　

未
だ
肉
に
飽
か
ざ
れ
ば
、
翅
を
側
め
て
人

に
随
い
て
飛
ぶ
。」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
飢
え
た
鷹
は
肉
に
飽
き
た
な
ら
ば
翼
を
大
き
く
伸

ば
し
は
ば
た
か
せ
、
自
由
に
飛
び
去
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
不
遇
の
時
に
仕
方

な
く
翼
を
す
ぼ
め
て
人
の
意
の
ま
ま
に
飛
ぶ
と
い
う
態
度
の
裏
に
は
、
強
烈
な
自
負
の
精
神

が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
こ
こ
と
通
ず
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
第
五
・
六
句
の
典
拠
は
『
三
國
志
』（
巻
七
）
魏
書
・
張
邈
傳
に
見
ら
れ
る
、

曹
操
が
呂
布
を
評
し
た
言
葉
で
あ
り
、
ま
た
『
晉
書
』（
巻
一
二
三
）
載
記
に
見
え
る
前
秦
の

君
主
符
堅
に
仕
え
た
慕
容
垂
を
描
く
言
葉
で
あ
る）
22
（

。
吉
川
幸
次
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
杜
甫
は
こ

の
比
喩
を
ほ
か
に
も
し
ば
し
ば
用
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る）
23
（

が
、
高
適
に
対
し
て
用
い
た
理
由

は
や
は
り
高
適
詩
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
天
宝
九
載
、
睢
陽
（
＝

宋
城
）
で
の
高
適
の
作
品
に
「
睢
陽
酬
暢
大
判
官
」（
１
７
７
頁
）
が
あ
り
、
そ
の
中
に
辺
境

経
営
に
対
す
る
自
ら
の
意
見
を
開
陳
す
る
部
分
が
あ
る
。

　
　

降
胡
滿
薊
門　
　

降
胡　

薊
門
に
満
ち

　
　

一
一
能
射
鵰　
　

一
一　

能
く
鵰わ
し

を
射
る

　
　

軍
中
多
燕
樂　
　

軍
中　

燕
楽
多
く

　
　

馬
上
何
輕
　
　

馬
上　

何
ぞ
軽

た
る

　
　

戎
狄
本
無
厭　
　

戎
狄
は
本
よ
り
厭あ

く
無
し

　
　

羈
縻
非
一
朝　
　

羈
縻
は
一
朝
に
非
ず

　
　

飢
附
誠
足
用　
　

飢
え
て
附
せ
ば
誠
に
用
う
る
に
足
る
も

　
　

飽
飛
安
可
招　
　

飽
き
て
飛
ば
ば　

安い
ず

く
ん
ぞ
招
く
べ
け
ん
や

　
「
薊
門
」
は
、
北
京
の
西
北
に
あ
る
居
庸
関
で
あ
り
、
高
適
は
燕
趙
旅
遊
で
訪
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
右
の
八
句
は
、
高
適
の
実
際
の
体
験
や
見
聞
に
裏
打
ち
さ
れ
た
意
見
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
引
用
の
前
半
四
句
は
、
帰
順
し
た
異
民
族
へ
の
優
遇
を
描
い
て
い
よ
う
。
そ
れ
を

承
け
て
後
半
四
句
に
は
、
融
和
的
な
羈
縻
政
策
は
長
い
間
試
み
ら
れ
て
き
た
の
だ
が
、
飽
く

こ
と
を
知
ら
な
い
異
民
族
に
対
し
て
は
成
果
が
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
末
二
句
に
は
異
民
族
は

飢
え
た
鷹
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
末
二
句
の
典
拠
は
「
送
高
」
詩
の
第

五
・
六
句
と
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
か
つ
て
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
高
適
詩
に
見
え
る

辺
境
経
営
に
対
す
る
考
え
は
強
硬
な
も
の
で
あ
り
、
融
和
的
な
方
策
を
否
定
す
る
右
の
詩
句

は
そ
れ
を
示
す
一
例
で
あ
る）
24
（

。
こ
の
よ
う
な
強
硬
な
考
え
方
は
杜
甫
と
相
違
し
て
い
よ
う
。

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
考
え
方
の
違
い
を
意
識
し
て
、
高
適
が
夷
狄
に
用
い
た
比
喩
を
、
杜
甫

は
批
判
的
意
図
を
込
め
て
敢
え
て
第
五
・
六
句
で
高
適
に
対
し
て
用
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
封
丘
県
尉
と
し
て
の
挫
折
的
な
経
験
を
描
く
こ

と
と
と
も
に
、
杜
甫
の
筆
は
か
な
り
大
胆
で
あ
る
。

＊

　

こ
こ
で
も
う
一
例
、
高
適
の
辺
境
政
策
に
か
か
る
考
え
方
を
示
す
作
品
を
挙
げ
よ
う
。
一

度
目
の
燕
趙
旅
遊
の
時
の
作
「
塞
上
」（
３
４
頁
）
で
あ
る
。

　
　

東
出
盧
龍
塞　
　

東
の
か
た
盧
龍
塞
を
出
で

　
　

浩
然
客
思
孤　
　

浩
然　

客
思　

孤
な
り

　
　

亭
堠
列
萬
里　
　

亭
堠　

万
里
に
列
な
り

　
　

漢
兵
猶
備
胡　
　

漢
兵　

猶
お
胡
に
備
う

　
　

邊
塵
滿
北
溟　
　

辺
塵　

北
溟
に
満
ち

　
　

虜
騎
正
南
驅　
　

虜
騎　

正
に
南
に
駆
く

　
　

轉
鬥
豈
長
策　
　

転
鬥
は
豈
に
長
策
な
ら
ん
や

　
　

和
親
非
遠
圖　
　

和
親
は
遠
図
に
非
ず

　
　

惟
昔
李
將
軍　
　

惟お
も

う　

昔　

李
将
軍

　
　

按
節
出
皇
都　
　

節
を
按
じ
て
皇
都
を
出
で

　
　

總
戎
掃
大
漠　
　

戎
を
総
べ
て
大
漠
を
掃
し

　
　

一
戰
擒
單
于　
　

一
戦　

単
于
を
擒と
り
こ

に
す

　
　

常
懷
感
激
心　
　

常
に
感
激
の
心
を
懐
き

　
　

願
效
縱
横
謨　
　

縦
横
の
謨
は
か
り
ご
と

を
效い
た

さ
ん
こ
と
を
願
う

　
　

倚
劍
欲
誰
語　
　

剣
に
倚
り
て
誰
に
か
語
ら
ん
と
欲
す

　
　

關
河
空
鬱
紆　
　

関
河　

空
し
く
鬱
紆
た
り

　

第
一
句
の
「
盧
龍
塞
」
は
い
ま
の
河
北
省
遷
西
県
北
方
に
あ
っ
た
長
城
。
一
首
、
本
土
を

侵
す
異
民
族
に
対
し
て
、「
転
鬥
」
つ
ま
り
あ
ち
こ
ち
で
局
地
的
に
戦
っ
た
り
、「
和
親
」
つ

ま
り
羈
縻
、
懐
柔
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
そ
の
場
し
の
ぎ
の
計
略
に
す
ぎ
な
い
（
異
民
族
は

い
つ
叛
す
る
と
も
か
ぎ
ら
な
い
）
と
辺
境
政
策
を
批
判
し
、
総
力
戦
で
一
気
に
異
民
族
の
王
を
捕

ら
え
た
漢
の
将
軍
・
李
広
の
よ
う
な
戦
略
を
支
持
し
て
い
る
。
二
度
目
の
燕
趙
旅
遊
の
後
に

作
ら
れ
た
前
掲
の
「
睢
陽
酬
暢
大
判
官
」
と
同
様
、
羈
縻
政
策
破
綻
下
に
お
け
る
異
民
族
へ

の
懐
柔
策
に
対
す
る
批
判
を
明
確
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
「
送
高
」
詩
の
冒
頭
四
句
「

峒　

小
麦
熟
す
、
且
つ
願
わ
く
ば
王
師
を
休
め

よ
と
。
請
う　

公
よ　

主
将
に
問
え
、焉
ん
ぞ
荒
を
窮
む
る
を
用
て
為
さ
ん
と
。」に
つ
い
て
、

吉
川
氏
は
第
一
・
二
句
が
「
高
適
が
そ
の
も
と
に
赴
任
し
て
仕
え
る
主
将
哥
舒
翰
に
対
す
る



杜甫「送高三十五書記」詩における高適批評

― 19 ―

希
望
、
あ
る
い
は
批
判
」
と
さ
れ
、
第
四
句
に
つ
い
て
「
杜
詩
を
貫
く
反
戦
の
思
想
」
の
現

わ
れ
と
さ
れ
る
。
ま
た
四
句
全
体
に
つ
い
て
「
詩
の
主
題
で
あ
る
高
適
へ
の
送
別
と
は
、
直

接
に
は
関
係
し
な
い
」
と
さ
れ
る）
25
（

。
哥
舒
翰
に
対
す
る
希
望
・
批
判
、
杜
甫
の
反
戦
思
想
に

つ
い
て
は
全
く
そ
の
通
り
で
あ
る
と
論
者
も
考
え
る
が
、
こ
の
四
句
は
、
高
適
と
関
係
し
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
杜
甫
が
、
高
適
の
詩
歌
に
見
ら
れ
る
辺
境
経
営

に
対
す
る
強
硬
性
を
自
ら
の
考
え
、
立
場
と
相
違
す
る
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
す
れ

ば
（
両
者
の
間
で
議
論
が
戦
わ
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
ろ
う
）、
四
句
は
、
高
適
に
も0

向
け
ら
れ
た
も

の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
「
君
の
強
硬
な
考
え
方
は
哥
舒
翰
に

共
通
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
安
易
に
哥
舒
翰
に
追
従
し
た
り
、
彼
を
煽
っ
た
り
し
な
い
で
く
れ
」

と
い
う
ふ
う
な
戒
め
の
助
言
的
な
意
味
あ
い
も
持
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
送
高
」
詩
の

表
現
が
高
適
詩
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
場
合
、
冒
頭
四
句
を
こ
の
よ
う
に

捉
え
る
可
能
性
も
出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
吉
川
氏
が
「
直
接
に
は

0

0

0

0

関
係
し
な
い
」
と
述

べ
ら
れ
る
の
は
、
論
者
に
は
こ
の
意
味
で
首
肯
で
き
る
の
で
あ
る
。

＊

　

さ
て
こ
こ
で
論
の
流
れ
の
都
合
上
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
高
適
詩
に
見
ら
れ
る
遊
侠
的

な
性
格
と
封
丘
県
尉
と
し
て
の
不
遇
が
、
杜
甫
以
外
の
詩
人
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
例
を
挙
げ

て
お
こ
う
。
李
頎
「
贈
別
高
三
十
五
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
三
二
）
で
あ
る
。

　
　

五
十
無
產
業　
　

五
十
に
し
て　

産
業
無
く

　
　

心
輕
百
萬
資　
　

心
は
百
万
の
資
を
軽
ん
ず

　
　

屠
酤
亦
與
羣　
　

屠
酤　

亦
た
与
に
群
れ

　
　

不
問
君
是
誰　
　

君
が
是
れ
誰
な
る
か
を
問
わ
ず

　
　
飮
酒
或
垂
釣
、
狂
歌
兼
詠
詩
。
焉
知
漢
高
士
、
莫
識
越
鴟
夷
。
寄
跡
棲
霞
山
、
蓬
頭
睢
水

。
忽
然
辟

命
下
、
衆
謂
趨
丹
墀
。
沐
浴
著
賜
衣
、
西
來
馬
行
遲
。
能
令
相
府
重
、
且
有
函
關
期
。

俛
從
寸
祿
、

舊
遊
梁
宋
時
。
皤
皤
邑
中
叟
、
相
候
鬢
如
絲
。
官
舍
柳
林
靜
、
河
梁
杏
葉
滋
。
摘
芳
雲
景
晏
、
把
手
秋

蟬
悲
。

　
　

小
縣
情
未
愜　
　

小
県　

情　

未
だ
愜か
な

わ
ず
と
も

　
　

折
腰
君
莫
辭　
　

折
腰　

君　

辞
す
る
莫
か
れ

　
　

吾
觀
主
一
作
聖
人
意　

吾　

主
人
の
意
を
観
る
に

　
　

不
久
召
京
師　
　

久
し
か
ら
ず
し
て
京
師
に
召
さ
れ
ん

　

李
頎
が
封
丘
県
尉
と
な
っ
た
高
適
に
呈
し
た
作
品
で
あ
り
、
高
適
が
布
衣
で
あ
っ
た
時
か

ら
、
有
道
科
に
挙
げ
ら
れ
て
封
丘
県
尉
の
職
に
就
く
ま
で
の
事
跡
を
う
た
っ
て
い
る
。
冒
頭

四
句
で
は
、
五
十
に
し
て
産
業
（
地
主
と
し
て
の
土
地
経
営
）
に
従
事
せ
ず
、
富
貴
を
軽
ん
じ
、

荒
く
れ
が
多
か
っ
た
屠
殺
業
・
酒
販
業
の
者
と
交
遊
し
、
ま
た
交
遊
相
手
が
誰
で
あ
る
か
を

問
わ
な
い
と
い
う
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
的
な
生
態
が
描
か
れ
て
い
る
。
李
頎
は
、
杜
甫
同
様
、

高
適
の
詩
歌
や
生
態
に
金
銭
を
度
外
視
し
た
交
わ
り
を
重
ん
ず
る
遊
侠
的
態
度
を
特
徴
と
し

て
見
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
末
四
句
に
は
、
高
適
の
県
尉
と
し
て
の
不
遇
感
と
そ
れ

に
対
す
る
励
ま
し
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
小
県
」
の
聯
は
、
高
適
が
封
丘
県
尉
の
不

遇
感
を
歌
っ
た
次
の
「
封
丘
作
」（
１
７
１
頁
）
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

州
縣
才
難
適　
　

州
県　

才　

適か
な

い
難
し

　
　

雲
山
道
欲
窮　
　

雲
山　

道　

窮
ま
ら
ん
と
欲
す

　
　

揣
摩
慙
黠
吏　
　

揣し

摩ま　

黠か
つ

吏り

に
慙
じ

　
　

棲
隱
謝
愚
公　
　

棲
隠　

愚
公
に
謝は

ず

　

李
頎
詩
の
「
小
縣
情
未
愜
」
は
高
適
詩
の
「
州
縣
才
難
適
」
に
、
句
の
構
成
が
類
似
し
て

い
る
。
後
者
は
、
州
県
の
役
職
は
自
分
よ
う
な
ち
っ
ぽ
け
な
才
知
で
は
つ
と
ま
ら
な
い
と
い

う
謙
譲
の
表
現
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
自
分
に
は
役
不
足
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
よ
う
。

そ
し
て
詩
の
後
半
で
は
、
狡
猾
な
下
っ
端
吏
員
の
よ
う
に
上
役
の
気
持
ち
を
推
し
量
っ
て
い

る
卑
屈
な
態
度
を
恥
じ
、
そ
う
か
と
い
っ
て
春
秋
・
斉
の
愚
公
の
よ
う
に
隠
者
と
し
て
の
途

を
選
ん
で
い
な
い
現
状
を
恥
じ
て
い
る
。ま
た
李
頎
詩
の「
折
腰　

君　

辞
す
る
莫
か
れ
」は
、

高
適
詩
の
第
四
句
や
前
掲
「
封
丘
縣
」
に
見
ら
れ
る
隠
棲
へ
の
思
い
を
押
し
と
ど
め
よ
う
と

す
る
忠
告
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
本
稿
は
、
杜
甫
「
送
高
」
詩
を
高
適
詩
に
よ
っ
て
注
釈
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
が
、
は
か
ら
ず
も
李
頎
の
「
贈
別
高
三
十
五
」
に
も
同
様
の
方
法
を

当
て
は
め
う
る
こ
と
が
判
明
し
た
。こ
の
こ
と
に
つ
い
て
本
論
で
は
こ
れ
以
上
は
追
求
せ
ず
、

指
摘
だ
け
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

＊

　

次
に
第
十
三
・
十
四
句
「
答
え
て
云
う　

一
書
記
、
愧
ず
る
所
は
国
士
の
知
な
り
と
。」

に
つ
い
て
。
杜
甫
の
問
い
に
対
す
る
高
適
の
返
答
の
セ
リ
フ
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。「
た

だ
の
掌
書
記
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
い
さ
さ
か
ば
つ
の
悪
そ
う
な
言
葉
に
続
き
、
そ
れ
で
も

国
士
と
し
て
の
知
遇
を
得
た
こ
と
を
か
た
じ
け
な
い
と
強
調
す
る
。
実
際
に
そ
の
よ
う
な
会

話
が
交
わ
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、国
士
と
し
て
の
「
知
」
と
表
現
す
る
の
は
、

や
は
り
高
適
詩
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
高
適
詩
全
体
に
於
い
て
「
知
己
」
と
い
う
語
彙
の
多

さ
が
目
立
つ
。
そ
の
数
は
、「
知
己
」
十
九
例
で
、唐
代
の
代
表
詩
人
の
中
で
も
極
め
て
多
い
。
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ま
た
同
類
の
「
知
音
」
が
二
例
あ
る）
26
（

。
無
官
の
期
間
が
約
五
十
年
と
長
か
っ
た
高
適
に
と
っ

て
、
自
己
の
才
能
を
正
当
に
評
価
し
て
く
れ
る
「
知
己
」
の
存
在
は
常
に
強
く
希
求
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
は
、
そ
の
よ
う
な
高
適
の
詩
語
と
生
態
の
特
徴
を
捉
え
、
詩
中
の

高
適
に
「
国
士
と
し
て
の
知
遇
を
得
た
の
だ
」
と
い
う
発
言
を
な
さ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

高
適
詩
に
お
け
る
「
知
己
」
の
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
。

　
　

去
鄕
不
遠
逢
知
己　
　

郷
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
し
て
知
己
に
逢
う

　
　

握
手
相
歡
得
如
此　
　

手
を
握
り
て
相
歓
ぶ
こ
と
此
く
の
如
し

　
　
　
　
「
題
李
別
駕
壁
」（
２
頁
）

　
　

憶
昔
遊
京
華　
　

憶
う　

昔  

京
華
に
遊
び

　
　

自
言
生
羽
翼　
　

自
ら
言お
も

う　

羽
翼
を
生
う
と

　
　

懷
書
訪
知
己　
　

書
を
懐
き
て
知
己
を
訪
ね

　
　

末
路
空
相
識　
　

末
路　

相
識
空
し

　
　
　
　
「
酬
龐
十
兵
曹
」（
６
頁
）

　
　

可
歎
無
知
己　
　

歎
ず
可
し  

知
己
無
き
を

　
　

高
陽
一
酒
徒　
　

高
陽
の
一
酒
徒

　
　
　
　
「
田
家
春
望
」（
２
６
頁
）

　
　

平
生
感
知
己　
　

平
生　

知
己
に
感
ず

　
　

方
寸
豈
悠
悠　
　

方
寸　

豈
に
悠
悠
た
る

　
　
　
　
「
東
平
旅
遊
奉
贈
薛
太
守
二
十
四
韻
」（
１
４
２
頁
）

　
　

長
鳴
謝
知
己　
　

長
鳴　

知
己
に
謝
す

　
　

所

非
龍
媒　
　

ず
る
所
は
龍
媒
に
非
ず

　
　
　
　
「
和
賀
蘭
判
官
望
北
海
作
」（
１
９
３
頁
）

　
　

賦
詩
感
知
己　
　

賦
詩　

知
己
に
感
じ

　
　

獨
立
爭
愚
蒙　
　

独
立　

愚
蒙
を
争
う

　
　
　
　
「
奉
寄
平
原
顏
太
守

序
」（
２
４
５
頁
）

　
　

淺
才
登
一
命　
　

浅
才　

一
命
に
登
り

　
　

孤
劍
通
萬
里　
　

孤
剣　

万
里
に
通
ず

　
　

豈
不
思
故
鄕　
　

豈
に
故
郷
を
思
わ
ざ
ら
ん
や

　
　

從
來
感
知
己　
　

従
来　

知
己
に
感
ず

　
　
　
　
「
登
隴
」（
２
１
８
頁
）

　

こ
こ
で
掲
げ
た
例
は
、
す
べ
て
高
適
に
と
っ
て
の
知
己
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
一
例

目
は
布
衣
の
時
に
、
別
駕
の
職
に
あ
る
李
な
る
人
物
に
呈
し
た
詩
で
あ
り
、
全
体
は
掲
げ
な

い
が
就
職
の
斡
旋
を
求
め
る
作
品
と
判
断
さ
れ
る
。
二
例
目
は
、
高
い
矜
恃
を
持
ち
都
に
出

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
の
才
能
を
認
め
て
く
れ
る
人
物
が
い
な
か
っ
た
失
意
を
述
懐
す

る
。
三
例
目
は
、
漢
の
高
祖
に
才
能
を
見
い
だ
さ
れ
そ
の
覇
業
を
助
け
た
酈
食
其
（『
史
記
』

巻
九
七
・
酈
生
傳
、
朱
建
傳
）
に
自
ら
を
な
ぞ
ら
え
て
知
己
の
不
在
を
嘆
く
。
四
例
目
は
、
三

例
目
ま
で
と
同
様
布
衣
の
時
代
の
作
で
、
詩
を
呈
し
た
相
手
、
薛
太
守
（
薛
自
勧
）
を
知
己

と
呼
ぶ
。
五
例
目
は
、
封
丘
県
尉
と
し
て
送
兵
の
役
目
を
帯
び
て
清
夷
軍
ま
で
赴
い
た
と
き

の
作
で
あ
り
、
こ
の
役
目
は
高
適
に
と
っ
て
失
意
を
募
ら
せ
る
も
の
で
あ
っ
た）
27
（

。
詩
を
呈
し

た
相
手
、
賀
蘭
判
官
（
賀
蘭
進
明
）
を
知
己
と
呼
ん
で
い
る
。
六
例
目
は
、
掌
書
記
の
時
、

平
原
太
守
顔
真
卿
に
お
く
っ
た
作
品
。
知
己
は
顔
を
指
す
。
布
衣
の
時
代
、
有
道
科
に
挙
げ

ら
れ
る
に
あ
た
り
高
適
の
詩
文
を
推
薦
し
て
く
れ
た
顔
（
当
時
は
観
察
御
史
）
を
知
己
と
し
た

も
の
で
あ
る）
28
（

。
最
後
の
例
は
、
天
宝
十
一
載
、
河
隴
に
掌
書
記
と
し
て
赴
く
途
中
、
隴
山
で

の
作
で
あ
り
、
知
己
は
自
ら
を
採
用
し
て
く
れ
た
節
度
使
・
哥
舒
翰
を
指
し
て
い
る
。
そ
し

て
「
送
高
」
詩
の
「
国
士
の
知
」
と
い
う
表
現
は
、
杜
甫
が
高
適
詩
に
お
け
る
「
知
己
」
の

多
用
を
特
徴
と
し
て
認
識
し
た
の
も
の
で
あ
り
、
直
接
的
に
は
最
後
の
例
を
強
く
意
識
し
た

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
こ
の
よ
う
に
「
知
己
」
に
対
す
る
執
着
が
強
か
っ
た
ゆ
え
に
、
現
実
に
「
知
己
」
を

得
た
高
適
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
杜
甫
が
「
送
高
」

詩
の
第
十
五
、六
句
に
「
人
は
実
に
知
り
易
す
か
ら
ず
、更
に
須
ら
く
其
の
儀
を
慎
む
べ
し
。」

と
述
べ
る
の
は
、
感
激
の
あ
ま
り
調
子
に
乗
り
す
ぎ
な
い
よ
う
、
く
れ
ぐ
れ
も
言
動
を
慎
重

に
す
べ
き
だ
と
い
う
戒
め
の
言
葉
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

＊

　

第
十
七
句
か
ら
第
二
十
二
句
「
十
年　

幕
府
よ
り
出
づ
れ
ば
、
自
ら
旌
麾
を
持
す
可
し
。

此
の
行　

既
に
特
達
、
以
て
思
う
所
を
慰
む
る
に
足
る
。
男
児　

功
名
遂
ぐ
る
は
、
亦
た
老

大
の
時
に
在
り
。」
は
高
適
の
将
来
の
成
功
を
述
べ
て
激
励
し
た
句
で
あ
る
。
論
者
は
か
つ

て
高
適
の
送
別
詩
の
措
辞
の
特
徴
と
し
て
、
離
別
の
悲
哀
を
抑
え
つ
つ
旅
立
つ
者
に
対
し
て

そ
の
将
来
の
成
功
に
言
及
し
、
そ
の
旅
立
ち
を
激
励
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
楽
観
的
な
態
度

を
指
摘
し
た）
29
（

。
杜
甫
が
高
適
を
送
る
こ
の
措
辞
も
、「
十
年
」
の
後
・「
老
大
の
時
」
の
成
功

に
言
及
す
る
点
で
、
高
適
の
送
別
詩
の
特
徴
を
捉
え
、
反
映
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
か
つ
て
の
指
摘
と
重
な
る
が
、
高
適
の
送
別
詩
の
例
を
い
く
つ
か
掲
げ
る
。

　
　

末
路
終
別
離　
　

末
路　

終
に
別
離
す
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不
能
強
悲
哀　
　

強
い
て
悲
哀
す
る
能
わ
ず

　
　

男
兒
爭
富
貴　
　

男
児
は
富
貴
を
争
う

　
　

勸
爾
莫
遲
迴　
　

爾
に
勧
む　

遅
迴
す
る
莫
か
れ

　
　
　
　
「
宋
中
遇
劉
書
記
有
別
」（
１
０
頁
）

　
　

離
別
未
足
悲　
　

離
別　

未
だ
悲
し
む
に
足
ら
ず

　
　

辛
勤
當
自
任　
　

辛
勤　

当
に
自
ら
任た

う
べ
し

　
　

吾
知
十
年
後　
　

吾　

知
る　

十
年
の
後

　
　

季
子
多
黃
金　
　

季
子
の
黄
金
多
き
を

　
　
　
　
「
別
王
徹
」（
１
３
頁
）

　
　

立
談
多
感
激　
　

立
談　

感
激
多
し
、

　
　

行
李
即
嚴
凝　
　

行
李　

即
ち
厳
凝
た
り

　
　

離
別
胡
爲
者　
　

離
別　

胡な
ん
す爲
る
者
ぞ

　
　

雲
霄
遲
爾
昇　
　

雲
霄　

爾
が
昇
る
を
遅ま

つ

　
　
　
　
「
餞
宋
八
充
彭
中
丞
判
官
之
嶺
外
」（
１
３
１
頁
）

　

す
べ
て
「
送
高
」
詩
制
作
以
前
の
作
品
と
見
做
さ
れ
、ま
た
引
用
は
作
品
の
末
尾
で
あ
る
。

一
例
目
は
、
科
挙
の
資
格
試
験
（
礼
部
試
）
に
合
格
す
る
も
、
任
用
試
験
（
吏
部
試
）
に
不
合

格
と
な
り
、
節
度
使
の
掌
書
記
の
職
を
得
て
任
地
に
旅
立
つ
者
を
送
っ
た
詩
で
あ
る
。
二
例

目
は
、
楚
の
地
方
（
南
方
）
で
挫
折
し
北
の
故
郷
へ
帰
る
途
中
の
者
を
宋
州
宋
城
で
送
っ
た

も
の
で
あ
る
。
三
例
目
は
、
嶺
南
五
府
経
略
採
訪
使
（
広
東
省
広
州
市
）
彭
果
の
幕
僚
と
な
っ

て
遥
か
遠
く
の
地
に
旅
立
つ
者
を
送
っ
た
時
の
作
品
。
三
首
と
も
高
適
の
布
衣
時
代
の
作
品

で
あ
る
。
一
例
目
は
将
来
の
富
貴
（
富
裕
と
立
身
出
世
）
を
も
っ
て
激
励
す
る
。
二
例
目
は
現

在
の
不
遇
に
耐
え
た
の
ち
、
ま
さ
し
く
「
送
高
」
詩
と
同
様
「
十
年
後
」
の
金
銭
的
成
功
に

言
及
し
励
ま
す
。
三
例
目
は
将
来
の
栄
達
を
述
べ
て
激
励
す
る
。
繰
り
返
す
が
、杜
甫
に
よ
っ

て
、
高
適
の
送
別
詩
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
措
辞
が
そ
の
詩
歌
の
特
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
や
は
り
か
つ
て
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
が）
30
（

、
二
例
目
の

「
別
王
徹
」
に
つ
い
て
南
宋
・
厳
羽
の
『
滄
浪
詩
話
』「
詩
評
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

古
人
贈
答
、
多
相
勉
之
詞
。
蘇
子
卿
云
、
願
君
崇
令
德
、
隨
時
愛
景
光
。
李
少
卿
云
、

努
力
崇
明
德
、
皓
首
以
爲
期
。
劉
公
幹
云
、
勉
哉
修
令
德
、
北
面
自
寵
珍
。
杜
子
美
云
、

君
若
登
台
輔
、
臨
危
莫
愛
身
。
往
往
是
此
意
。
高
達
夫
贈
王
徹
云
、
吾
知
十
年
後
、
季

子
多
黃
金
。
金
多
何
足
道
、
又
甚
於
以
名
位
期
人
者
。
此
達
夫
偶
然
漏
逗
處
也
。（
高

達
夫
の
「
王
徹
に
贈
る
」
に
云
う
「
吾　

知
る　

十
年
の
後
、
季
子
の
黄
金
多
き
を
。」
と
。
金
の
多

き
は
何
ぞ
道
う
に
足
ら
ん
。
又
た
名
位
を
以
て
人
に
期
す
る
者
よ
り
甚
だ
し
。
此
れ
達
夫　

偶
然
に
漏ろ
う

逗と
う

せ
し
処
な
り
。）

　

訓
読
を
示
し
た
後
半
部
分
に
つ
い
て
、「
漏
逗
」
は
俗
語
で
、「
破
綻
を
あ
ら
わ
す
。
ボ
ロ

を
出
す
。」
の
意
味
で
あ
り
、
荒
井
健
氏
は
「
俗
っ
ぽ
さ
を
暴
露
し
た
」
と
訳
さ
れ
る）
31
（

。
つ

ま
り
こ
の
批
評
で
は
、
金
銭
的
成
功
へ
の
言
及
・
期
待
に
よ
っ
て
激
励
す
る
こ
と
が
通
俗
的

で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
高
位
高
官
と
し
て
の
名
声
や
地
位
を
も
っ
て
激
励
す

る
こ
と
も
、
金
銭
的
成
功
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
批
判
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
批
判
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
そ
れ
が
高
適
の
送
別
詩
の
措
辞
の
特
徴
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
と
え
通
俗
的
と
謗
ら
れ
よ
う
が
、
高
適
の
送
別

詩
に
お
い
て
は
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
態
度
こ
そ
持
ち
味
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
敢
え
て
い
う

な
ら
ば
「
偶
然
」
で
は
な
く
「
必
然
」
に
近
く
、
意
図
的
で
あ
る
。
そ
れ
を
杜
甫
が
特
徴
と

し
て
捉
え
た
の
だ
と
考
え
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
三
例
目
「
餞
宋
八
」
詩
の
冒
頭
六
句
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

睹
君
濟
時
略　
　

君
の
済
時
の
略
を
睹
れ
ば　

　
　

使
我
氣
塡
膺　
　

我
が
気
を
し
て
膺む
ね

を
填
め
し
む

　
　

長
策
竟
不
用　
　

長
策　

竟
に
用
い
ら
れ
ず

　
　

高
才
徒
見
稱　
　

高
才　

徒
に
称
せ
ら
る

　
　

一
朝
知
己
達　
　

一
朝　

知
己
に
達
し

　
　

累
日
詔
書
徴　
　

累
日　

詔
書
も
て
徴
せ
ら
る

　

才
能
が
あ
り
な
が
ら
も
不
遇
で
あ
っ
た
宋
八
が
嶺
南
五
府
経
略
採
訪
使
・
彭
果
に
認
め
ら

れ
て
そ
の
判
官
と
な
る
部
分
の
描
写
で
、彭
果
を
宋
八
に
と
っ
て
の
「
知
己
」
と
表
現
す
る
。

す
で
に
述
べ
た
高
適
詩
に
見
ら
れ
る
「
知
己
」
へ
の
こ
だ
わ
り
を
示
す
例
で
あ
り
、ま
た
、「
送

高
」
詩
に
お
い
て
高
適
が
「
国
士
の
知
」
と
な
る
経
緯
と
類
似
し
て
い
る
。
布
衣
や
志
を
得

な
い
前
職
か
ら
節
度
使
等
の
僚
佐
と
な
る
と
い
う
途
は
、
当
時
の
士
人
た
ち
に
は
よ
く
見
ら

れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
高
適
が
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
描
写
に
「
知
己
」
と
い

う
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
、
杜
甫
は
踏
ま
え
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

＊

　

第
二
十
七
・
八
句
「
驚
風　

鴻
鵠
を
吹
き
、
相
追
随
す
る
を
得
ず
。」
に
つ
い
て
。
相
手

を
お
お
と
り
に
喩
え
、
そ
の
後
に
続
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
比
喩
は
あ
る
い
は
常
套
で

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。敢
え
て
高
適
詩
に
関
連
す
る
作
品
を
求
め
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
自
淇
渉
黃
河
途
中
作
十
三
首
」
其
二
（
６
３
頁
）
を
掲
げ
る
。
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清
晨
泛
中
流　
　

清
晨　

中
流
に
泛
か
び

　
　

羽
族
滿
汀
渚　
　

羽
族　

汀
渚
に
満
つ

　
　

黃
鵠
何
處
來　
　

黄
鵠　

何
処
よ
り
か
来
た
る

　
　

昂
藏
寡
儔
侶　
　

昂
藏　

儔
侶
寡な

し

　
　

飛
鳴
無
人
見　
　

飛
鳴　

人
の
見
る
無
く

　
　

飮
啄
豈
得
所　
　

飲
啄　

豈
に
所
を
得
ん
や

　
　

雲
漢
爾
故
知　
　

雲
漢　

爾
が
故
知
な
り

　
　

胡
爲
不
輕
舉　
　

胡な
ん
す為
れ
ぞ　

軽
挙
せ
ざ
る

　

高
適
は
開
元
二
三
年
に
長
安
に
赴
き
制
科
を
受
験
す
る
も
落
第
し
、
そ
の
年
あ
る
い
は
翌

年
か
ら
淇
水
の
ほ
と
り
の
別
業
に
寓
居
し
始
め
る
。
数
年
後
、別
業
で
の
生
活
を
切
り
上
げ
、

淇
水
を
経
て
黄
河
を
渉
っ
て
南
岸
の
滑
台
（
滑
州
の
治
・
白
馬
県
（
河
南
省
滑
県
付
近
）
の
州
城
）

に
至
り
、
そ
の
後
、
住
み
慣
れ
た
宋
州
へ
戻
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
途
中
の
作
品
で
あ
る）
32
（

。「
羽

族
（
鳥
た
ち
）」
が
、
み
ぎ
わ
や
中
洲
と
い
っ
た
居
る
べ
き
と
こ
ろ
を
得
て
群
が
る
の
に
対
し

て
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
飛
来
し
た
「
黄
鵠
（
お
お
と
り
）」
は
、「
昂
藏
（
意
気
盛
ん
）」
だ
が

連
れ
だ
つ
友
が
い
な
い
。
孤
高
な
黄
鵠
は
、
も
ち
ろ
ん
高
適
自
身
の
形
象
で
あ
り
、
飛
ん
だ

り
鳴
い
た
り
し
て
も
誰
か
ら
も
注
目
さ
れ
ず
、
水
を
飲
み
餌
を
つ
い
ば
む
場
所
さ
え
も
な
い

と
い
う
の
は
、
当
然
、
自
己
の
才
能
が
正
当
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
比
喩
で
あ
る
。

し
て
み
る
と
羽
族
を
、
才
能
・
実
力
も
な
い
の
に
そ
の
場
所
を
得
て
い
る
小
人
た
ち
の
形
象

と
よ
む
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

懐
才
不
遇
の
自
己
を
お
お
と
り
に
形
象
す
る
例
と
し
て
は
、
ほ
か
に
「
別
董
大
二
首
」
其

二
（
８
０
頁
）
が
あ
る
。

　
　

六
翮
飄

私
自
憐　
　

六
翮　

飄
　

私ひ
そ
か自
に
憐
れ
む

　
　

一
離
京
洛
十
餘
年　
　

一
た
び
京
洛
を
離
れ
て
十
余
年

　
　

丈
夫
貧
賤
應
未
足　
　

丈
夫　

貧
賎　

応
に
未
だ
足
ら
ざ
る
べ
し

　
　

今
日
相
逢
無
酒
錢　
　

今
日　

相
逢
い
て
酒
銭
無
し

　
『
韓
詩
外
傳
』（
巻
六
）
に
「
夫
鴻
鵠
一
舉
千
里
、
所
恃
者
六
翮
爾
。（
夫
れ
鴻
鵠
の
千
里
を
一

挙
す
る
に
、恃
む
所
の
者
は
六
翮
の
み
。）」
と
あ
る
よ
う
に
、起
句
で
、詩
人
の
「
六
翮
（
つ
ば
さ
）」

と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
翼
は
、お
お
と
り
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
鳥
一
般
で
は
あ
り
え
ま
い
。

お
お
と
り
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
不
遇
の
現
況
が
自
己
の
才
能
と
の
落
差
と
し
て
強
調
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
詩
に
お
い
て
も
、
起
句
・
承
句
で
自
己
の
不
遇
の
経
歴
を
述
べ
る

に
あ
た
り
、自
ら
を
お
お
と
り
が
「
飄
（
空
を
た
だ
よ
う
）」
と
比
喩
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
そ
の
詩
に
お
い
て
自
ら
を
お
お
と
り
に
喩
え
た
強
い
自
負
の
表
現
を
承
け

て
、
杜
甫
は
高
適
を
追
随
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
鴻
鵠
」
に
形
象
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

＊

　

第
二
九
・
三
十
句
「
黄
塵　

沙
漠
を
翳
い
、
念
う　

子
の
何
か
当
に
帰
る
べ
き
」
に
つ
い

て
は
、「
別
董
大
二
首
」
其
一
（
７
９
頁
）
に
も0

よ
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　

十
里
黃
雲
白
日
　
　

十
里
の
黄
雲  

白
日
瞳
ず

　
　

北
風
吹
雁
雪
紛
紛　
　

北
風　

雁
を
吹
い
て  

雪
紛
紛
た
り

　
　

莫
愁
前
路
無
知
己　
　

愁
う
る
莫
か
れ  

前
路
に
知
己
無
き
を

　
　

天
下
誰
人
不
識
君　
　

天
下　

誰
人
か
君
を
識
ら
ざ
ら
ん

　

第
一
句
の
「
黄
雲
」
に
つ
い
て
は
、
水
谷
誠
氏
が
辺
境
は
も
と
よ
り
北
中
国
に
見
ら
れ
る

黄
塵
雲
、
風
に
よ
っ
て
吹
き
上
げ
ら
れ
た
雲
状
の
黄
塵
で
あ
る
こ
と
を
考
証
さ
れ
て
い
る）
33
（

。

そ
う
な
ら
ば
第
一
句
は
、「
送
高
」
詩
の
第
二
九
句
と
類
似
の
描
写
と
で
き
よ
う
。
た
だ
杜

甫
の
詩
句
は
、
水
谷
氏
が
「
黄
雲
」
の
用
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
江
淹
「
雜
體
詩
三
十
首　

古
別
離
」（『
梁
詩
』
巻
四
）「
遠
與
君
別
者
、乃
至
雁
門
關
。
黃
雲
蔽
千
里
、遊
子
何
時
還
。（
遠

く
君
と
別
る
る
者
あ
り
、
乃
ち
雁
門
の
関
に
至
ら
ん
。
黄
雲　

千
里
を
蔽
い
、
遊
子　

何
時
か
還
ら
ん
。）」

の
後
半
二
句
を
直
接
の
典
拠
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る）
34
（

。
少
な
く
と
も
そ
の
表
現
に
お
い

て
江
淹
詩
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
江
淹
詩
が
離
別
を
テ
ー
マ

と
し
、「
遊
子
」
の
場
所
が
雁
門
関
と
い
う
辺
境
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
も
そ
の
可
能
性
は

高
い
。
ま
た
こ
れ
と
同
様
に
、離
別
と
い
う
テ
ー
マ
を
共
通
に
し
て
い
る
点
か
ら
、高
適
「
別

董
大
」
詩
の
起
句
の
基
づ
く
と
こ
ろ
も
江
淹
詩
と
考
え
ら
れ
る）
35
（

。
杜
甫
が
高
適
詩
に
直
接
に

依
拠
し
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
高
適
の
赴
く
辺
境
の
風
景
を
描
く
の
に
、
江
淹
詩
の
発

想
を
取
り
入
れ
た
の
は
、
同
じ
詩
に
依
拠
す
る
と
お
ぼ
し
い
作
品
が
高
適
に
も
存
在
し
た
か

ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
こ
の
詩
が
当
時
、
高
適
の
代
表
作
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
の
資
料
を
論

者
は
見
つ
け
出
せ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
に
も
先
に
述
べ
た
離
別
の
悲
哀
を
抑
制
し
旅
立
つ
者

を
楽
観
的
に
激
励
す
る
と
い
う
態
度
が
明
確
に
現
わ
れ
て
お
り
、
杜
甫
は
こ
の
詩
を
高
適
の

離
別
詩
の
特
徴
を
備
え
た
作
品
、
高
適
な
ら
で
は
の
作
品
で
あ
る
と
認
識
し
、
そ
の
起
句
の

表
現
を
「
送
高
」
詩
に
取
り
込
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
必
ず
し
も
制
作
時
期
が
明
ら
か
で
は
な
い
「
別
董
大
」
詩
が
「
送
高
」
詩
よ
り
以
前

お
そ
ら
く
布
衣
の
時
期
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
引
用
し
た
其
二
に
、
酒
を
買
う
お
金
さ
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え
な
い
貧
窮
の
有
様
を
歌
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
明
し
よ
う
。

＊

　

最
後
の
第
三
一
・
二
句
「
辺
城　

余
力
有
ら
ば
、
早
く
寄
せ
よ　

従
軍
の
詩
を
。」
に
つ

い
て
。「
従
軍
の
詩
」
は
、
有
名
な
も
の
と
し
て
は
、『
文
選
』
に
と
ら
れ
る
魏
・
王
粲
「
從

軍
詩
五
首
」（
巻
二
十
七
）、
晋
・
陸
機
「
從
軍
行
」（
巻
二
十
八
）
が
、
そ
の
詩
語
の
基
づ
く
と

こ
ろ
と
し
て
ま
ず
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
者
は
、
建
安
二
十
年
（
二
一
五
）
か
ら
二

一
年
に
か
け
て
曹
操
が
張
魯
や
孫
権
を
攻
め
た
時
、
王
粲
が
侍
中
と
し
て
従
軍
し
、
曹
操
を

称
え
る
た
め
に
作
っ
た
作
品
で
あ
り
、
後
者
は
、
遠
征
に
従
軍
す
る
兵
士
の
辛
苦
を
歌
う
も

の
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
の
二
句
は
、
万
里
の
長
城
や
黄
河
流
域
の
北
方
あ
る
い
は
西
域
と
い
っ
た
辺
境
地

帯
で
の
旅
遊
・
生
活
の
経
験
が
な
い
杜
甫
に
と
っ
て
、
高
適
の
従
軍
の
詩
つ
ま
り
辺
塞
詩
を
、

自
己
の
詩
作
に
反
映
し
う
る
国
境
地
帯
の
貴
重
な
情
報
源
と
し
て
期
待
し
て
い
た
こ
と
を
表

わ
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
高
適
の
辺
塞
詩
に
、
国
境
地
帯
に
関
す
る
情
報

性
を
見
出
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
高
適
は
二
度
に
わ
た
り
東

北
の
辺
境
を
経
験
し
て
お
り
、
そ
こ
を
舞
台
と
し
た
辺
塞
詩
を
制
作
し
て
い
る
。
辺
境
を
実

際
に
踏
査
し
た
経
験
に
基
づ
く
辺
塞
詩
群
が
高
適
の
詩
歌
の
い
わ
ば
特
異
性
で
あ
る
と
、
杜

甫
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
度
、
西
域
の
国
境
地
帯
へ

赴
任
す
る
高
適
の
現
地
で
の
詩
作
を
、
杜
甫
は
、
自
ら
の
詩
作
に
反
映
す
べ
き
情
報
源
と
し

て
期
待
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
い
か
。
文
筆
の
才
が
求
め
ら
れ
る
節
度
使
の
掌
書
記
、
文

書
課
長
と
し
て
辺
境
に
赴
く
者
に
、「
従
軍
の
詩
」
を
送
っ
て
き
て
く
れ
と
依
頼
す
る
の
は
、

あ
る
い
は
当
た
り
前
の
挨
拶
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
私
は
こ
の
二
句
に
、
杜
甫
の
高
適
文

学
に
対
す
る
評
価
を
認
め
て
よ
い
と
考
え
る
。

　

天
宝
期
は
、
節
度
使
た
ち
の
功
名
争
い
の
た
め
の
無
益
な
戦
争
が
国
境
地
帯
で
繰
り
広
げ

ら
れ
、
そ
れ
が
王
朝
や
社
会
に
深
刻
な
問
題
や
矛
盾
を
生
み
だ
し
て
い
た
。
そ
の
最
も
の
犠

牲
と
な
っ
た
の
民
衆
で
あ
り
、
杜
甫
は
「
兵
車
行
」（
巻
二
・
１
１
３
頁
）、「
前
出
塞
九
首
」（
同
・

１
１
８
頁
）、「
後
出
塞
五
首
」（
巻
四
・
２
８
５
頁
）
な
ど
の
国
境
地
帯
の
戦
争
に
ま
つ
わ
る
社

会
詩
を
制
作
し
て
、
い
わ
ば
民
衆
の
代
弁
者
と
し
て
為
政
者
に
対
し
て
告
発
を
行
な
う
。
そ

の
よ
う
な
詩
作
の
栄
養
源
、
情
報
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
高
適
の
辺
塞
詩
が
期
待
さ
れ
て
い
た

と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

高
適
の
東
北
辺
境
に
お
け
る
作
品
あ
る
い
は
そ
の
見
聞
を
も
と
に
し
た
作
品
と
し
て
は
、

既
に
挙
げ
た
「
塞
上
」、「
營
州
歌
」、「
睢
陽
酬
暢
大
判
官
」
の
ほ
か
、
一
度
目
の
東
北
辺
境

旅
遊
の
時
の「
薊
門
五
首
」（
３
５
頁
）、こ
の
と
き
の
体
験
を
反
映
し
た
代
表
作
の「
燕
歌
行
」、

二
度
目
の
時
の
「
自
薊
北
歸
」（
１
８
７
頁
）、「
薊
中
作
」（
１
８
８
頁
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

さ
て
高
適
が
「
送
高
」
詩
を
贈
ら
れ
て
河
隴
に
旅
立
っ
た
あ
と
の
杜
甫
の
作
品
に
「
寄
高

三
十
五
書
記
」（
巻
三
、１
９
４
頁
）
が
あ
る
。
天
宝
十
二
載
、長
安
か
ら
河
隴
の
高
適
に
お
く
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　
　

歎
息
高
生
老　
　

歎
息
す　

高
生
老
い
て

　
　

新
詩
日
又
多　
　

新
詩　

日ひ
び

に
又
た
多
き
を

　
　

美
名
人
不
及　
　

美
名　

人　

及
ば
ず

　
　

佳
句
法
如
何　
　

佳
句　

法　

如
何

　
　

主
將
收
才
子　
　

主
将　

才
子
を
收
め

　
　

峒
足
凱
歌　
　

く
う

峒ど
う　

凱
歌
足お
お

し

　
　

聞
君
已
朱
　
　

聞
く　

君　

已
に
朱し
ゅ
ふ
つ

と

　
　

且
得
慰
蹉
跎　
　

且
つ
蹉
跎
を
慰
む
る
を
得

　
「

峒
」
は
河
西
節
度
使
の
お
か
れ
た
涼
州
の
西
に
位
置
す
る
山
の
名
前）
36
（

。
吉
川
幸
次
郎

氏
は
、
こ
の
詩
の
第
二
句
よ
り
、
こ
の
詩
が
「
送
高
」
詩
末
に
お
い
て
求
め
た
「
従
軍
の
詩
」

が
高
適
か
ら
届
い
た
の
に
答
え
た
も
の
と
さ
れ
る）
37
（

。長
安
と
河
隴
と
に
遠
く
隔
た
っ
た
後
も
、

両
者
の
間
で
詩
歌
の
や
り
と
り
、
文
学
的
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
さ
ら

に
前
半
四
句
よ
り
、
高
適
の
詩
歌
に
対
す
る
杜
甫
の
評
価
が
高
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る）
38
（

。
次
に
第
六
句
の
「
凱
歌
」
は
、
天
宝
十
二
載
、
哥
舒
翰
が
吐
蕃
と
の
戦
い
に
お
い

て
勝
利
し
、
肥
沃
の
土
地
で
あ
る
九
曲
（
青
海
省
西
寧
市
よ
り
南
方
の
黄
河
の
南
岸
一
帯
）
を
獲
得

し
た
の
を
こ
と
ほ
い
だ
作
品
「
同
李
員
外
賀
哥
舒
大
夫
破
九
曲
之
作
」（
２
３
０
頁
）
や
吉
川

氏
が
指
摘
さ
れ
る
「
九
曲
詞
三
首
」（
２
３
２
頁
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る）
39
（

。
高
適
よ
り
届
け

ら
れ
た
「
従
軍
の
詩
」
の
中
に
は
、
当
然
、
こ
れ
ら
の
「
凱
歌
」
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
二
首
の
「
凱
歌
」
の
う
ち
前
者
を
掲
げ
る
。

　
　

遙
傳
副
丞
相　
　

遥
か
に
伝
う　

副
丞
相

　
　

昨
日
破
西
蕃　
　

昨
日　

西
蕃
を
破
る
と

　
　

作
氣
羣
山
動　
　

気
を
作な

し
て　

群
山
動
き

　
　

揚
軍
大
旆
翻　
　

軍
を
揚
げ
て
大
旆
翻
る

　
　

奇
兵
邀
轉
戰　
　

奇
兵　

転
戦
を
邀
え

　
　

連
弩
絶
歸
奔　
　

連
弩　

帰
奔
を
絶
つ

　
　

泉
噴
諸
戎
血　
　

泉
は
諸
戎
の
血
を
噴
き
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風
驅
死
虜
魂　
　

風
は
死
虜
の
魂
を
駆
る

　
　

頭
飛
攢
萬
戟　
　

頭
飛　

万
戟
に
攢あ
つ
ま

り

　
　

面
縛
聚
轅
門　
　

面
縛　

轅
門
に
聚
る

　
　

鬼
哭
黃
埃
暮　
　

鬼
は
哭
す　

黄
埃
の
暮

　
　

天
愁
白
日
昏　
　

天
は
愁
う　

白
日
の
昏く
れ

　
　

石
城
與
巖
險　
　

石
城
は
巌い
わ
お

と
と
も
に
険
し
く

　
　

鐵
騎
皆
雲
屯　
　

鉄
騎　

皆　

雲
屯
す

　
　

長
策
一
言
決　
　

長
策　

一
言
に
て
決
し

　
　

高
蹤
百
代
存　
　

高
蹤　

百
代
に
存
す

　
　

威
稜
懾
沙
漠　
　

威
稜　

沙
漠
を
懾お
そ

れ
し
め

　
　

忠
義
感
乾
坤　
　

忠
義　

乾
坤
を
感
ぜ
し
む

　
　

老
將
黯
無
色　
　

老
将　

黯
と
し
て
色
無
く

　
　

儒
生
安
敢
論　
　

儒
生　

安い
ず

く
ん
ぞ
敢
え
て
論
ぜ
ん
や

　
　

解
圍
憑
廟
算　
　

解
囲　

廟
算
に
憑
り

　
　

止
殺
報
君
恩　
　

止
殺　

君
恩
に
報
ず

　
　

唯
有
關
河
眇　
　

唯
だ
有
り　

関
河
の
眇
と
し
て

　
　

蒼
茫
空
樹
墩　
　

蒼
茫　

樹じ
ゅ

墩と
ん

空
し

　

第
一
句
の
「
副
丞
相
」
は
、
哥
舒
翰
。
彼
が
兼
ね
て
い
た
御
史
大
夫
が
秦
・
漢
に
お
い
て

副
丞
相
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
第
十
三
句
の
「
石
城
」
は
、
石
堡
城
（
青
海
省
西
寧
市
西
）

で
振
武
軍
が
置
か
れ
て
い
た
。
末
句
の
「
樹
墩（
敦
）」
は
石
堡
城
の
西
で
、
吐
蕃
の
城
。
さ

て
こ
の
作
品
に
は
、
唐
朝
軍
の
偉
容
と
戦
法
、
戦
い
敗
れ
た
異
民
族
の
様
子
が
そ
の
見
聞
に

基
づ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
細
部
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
も
ち
ろ

ん
詩
的
誇
張
は
あ
ろ
う
が
、
こ
の
頌
詩
を
読
む
者
に
と
っ
て
は
い
わ
ば
唐
朝
軍
戦
闘
勝
利
の

現
地
ル
ポ
の
よ
う
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
戦
闘
は
「
作
気
」
の
聯
か
ら
「
石
城
」
の
聯
に
お
い

て
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
「
泉
噴
」
以
下
の
三
聯
に
見
ら
れ
る

極
め
て
残
酷
な
描
写
で
あ
ろ
う
。「
泉
噴
」
の
句
は
水
源
か
ら
血
が
噴
き
出
す
ほ
ど
吐
蕃
兵

に
対
す
る
大
量
殺
戮
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。「
面
縛
（
後
ろ
手
に
縛
る
）」
の
句
は
敗
残
の

吐
蕃
兵
が
に
捕
虜
と
し
て
収
容
さ
て
い
る
様
子
を
歌
い
、「
頭
飛
」
の
句
は
、
は
ね
ら
れ
た

首
が
あ
ま
た
の
ほ
こ
0

0

に
突
き
刺
さ
っ
て
い
る
様
を
い
う
。「
鬼
が
哭
し
」「
天
が
愁
う
」
の
は

戦
闘
が
極
め
て
激
し
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
残
酷
な
描
写
は
、
や
は
り
辺
境
で

の
戦
闘
を
間
近
で
経
験
し
な
け
れ
ば
、な
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お「
鬼

哭
」
の
聯
と
「
風
駆
」
句
の
不
気
味
さ
は
杜
甫
「
兵
車
行
」（
天
宝
十
一
載
）
の
末
二
句
「
新

鬼
煩
冤
舊
鬼
哭
、
天
陰
雨
濕
聲
啾
啾
。（
新
鬼
は
煩
冤
し　

旧
鬼
は
哭
し
、
天
陰く
も

り
雨
湿
れ
ば　

声
啾

啾
た
り
。）」
に
通
ず
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

　

い
ま
こ
の
よ
う
な
河
隴
か
ら
届
け
ら
れ
た
高
適
の
辺
塞
詩
を
杜
甫
が
自
ら
の
作
詩
に
ど
う

反
さ
せ
た
か
は
論
ず
る
準
備
が
な
い
が
（
少
な
く
と
も
右
の
頌
詞
は
主
題
的
に
は
杜
甫
の
厭
戦
系
の

作
品
と
は
相
反
す
る
）、
杜
甫
が
高
適
の
辺
塞
詩
に
期
待
し
て
い
た
辺
境
に
関
す
る
情
報
源
と

な
り
う
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

  

ま
た
高
適
に
は
「
自
武
威
赴
臨
洮
謁
（
空
格
）
大
夫
不
及
因
書
即
事
寄
河
西
隴
右
幕
下
諸
公
」

（
２
２
０
頁
）
と
題
す
る
作
品
が
あ
る
。
こ
の
詩
は
、「
送
高
」
詩
制
作
以
前
、
天
宝
十
一
載
、

高
適
が
初
め
て
河
隴
の
地
に
来
た
時
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
『
Ｐ
２
５
５
２
唐
人
選
唐

詩
残
巻
』
に
見
え
る
も
の
で
あ
り
、
詩
題
の
「
大
夫
」
の
上
の
空
格
に
は
高
適
の
事
跡
か
ら

考
え
て
「
哥
舒
（
翰
）」
が
入
る
。

　
　
浩
蕩
去
鄕
縣
、
飄

瞻
節
旄
。
揚
鞭
發
武
威
、
落
日
至
臨
洮
。
主
人
未
相
識
、
客
子
心
忉
忉
。

　
　

顧
見
征
戰
歸　
　

征
戦
よ
り
帰
る
を
顧
り
み
見
て

　
　

始
知
士
馬
豪　
　

始
め
て
士
馬
の
豪
な
る
を
知
る

　
　

戈
鋋
耀
崖
谷　
　

戈か

鋋え
ん　

崖
谷
に
耀
き

　
　

聲
氣
如
風
濤　
　

声
気　

風
濤
の
如
し

　
　

隱
軫
戎
旅
間　
　

隠い
ん

軫し
ん

た
り　

戎
旅
の
間

　
　

功
業
競
相
褒　
　

功
業　

競
い
て
相
褒
む

　
　

獻
狀
陳
首
級　
　

状
を
献
じ
て　

首
級
を
陳つ
ら

ね

　
　

饗
軍
烹
太
牢　
　

軍
を
饗
し
て　

太
牢
を
烹
る

　
　

俘
囚
驅
面
縛　
　

俘
囚　

面
縛
を
駆
り

　
　

長
幼
隨
巓
毛　
　

長
幼　

巓
毛
に
随
う

　
　

氈
裘
何
蒙
茸　
　

氈せ
ん

裘き
ゅ
う　

何
ぞ
蒙
茸
た
る

　
　

血
食
本
羶
　
　

血
食　

本
よ
り
羶せ
ん
そ
う

た
り

　
　

漢
將
仍
兒
戲　
　

漢
将　

仍
お
児
戯

　
　

秦
人
空
自
勞　
　

秦
人　

空む
な
し自
く
労
す

　
　
立
馬
眺
洪
河
、
驚
風
吹
白
蒿
。
雲
屯
寒
色
苦
、
雪
合
羣
山
高
。
遠
戍
際
天
末
、
邊
烽
連
賊
壕
。
我
本
江

海
遊
、
逝
將
心
利
逃
。
一
朝
感
推
薦
、
萬
里
從
英
旄
。
飛
鳴
蓋
殊
倫
、
俯
仰
忝
諸
曹
。
燕
頷
知
有
待
、

龍
泉
惟
所
操
。
相
士
慙
入
幕
、
懷
賢
願
同
袍
。
清
論
揮
麈
尾
、
乘
酣
持
蟹
螯
。
此
行
豈
易
酬
、
深
意
方

鬱
陶
。
微
効
儻
不
遂
、
終
然
辭
佩
刀
。
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訓
読
部
分
を
中
心
と
し
て
、
哥
舒
翰
軍
の
凱
旋
と
捕
虜
と
な
っ
た
異
民
族
の
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
。「
首
級
（
討
ち
取
っ
た
首
）
を
陳
ね
」
る
描
写
は
残
酷
で
あ
る
し
、「
俘
囚
」
の
句

は
異
民
族
の
捕
虜
を
後
ろ
手
に
縛
っ
て
追
い
立
て
る
こ
と
を
描
き
、「
幼
長
」
の
句
は
捕
虜

を
頭
髪
の
白
黒
に
よ
っ
て
幼
長
の
順
に
並
べ
る
こ
と
を
描
く
。
ま
た
「
氈
裘
（
異
民
族
の
着
る

毛
皮
の
コ
ー
ト
）」
を
着
た
異
民
族
が
、「
血
食
」
の
句
、
牛
や
羊
の
肉
を
生
で
食
う
た
め
生
臭

い
に
お
い
を
さ
せ
る
と
い
う
描
写
も
、
従
来
の
辺
塞
詩
に
は
描
か
れ
な
か
っ
た
異
民
族
の
生

態
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
も
前
掲
「
同
李
員
外
」
詩
と
同
様
、
国
境
で
の
異
民
族
と
の
戦

闘
に
か
か
る
情
報
源
と
な
り
う
る
作
品
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
は
、
河
隴
の
地
か
ら
長
安
に
戻
っ

た
高
適
に
こ
の
詩
を
呈
せ
ら
れ
、
国
境
紛
争
に
対
す
る
関
心
を
よ
り
強
め
、
再
び
河
隴
に
赴

く
高
適
を
送
る
「
送
高
」
詩
末
に
お
い
て
「
従
軍
の
詩
」
を
求
め
る
発
言
を
し
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四

　

以
上
、
雑
駁
に
な
っ
た
が
、
杜
甫
「
送
高
」
詩
の
詩
句
の
表
現
が
高
適
の
詩
歌
に
依
拠
し

た
、
つ
ま
り
高
適
詩
を
典
故
と
す
る
作
品
と
な
っ
て
お
り
、
か
つ
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
高
適
の

文
学
や
人
物
の
特
徴
を
捉
え
た
批
評
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、「
送
高
」
詩
を
高
適

詩
に
よ
っ
て
注
釈
す
る
方
法
に
よ
っ
て
検
討
し
て
み
た
。

　

最
後
に
、
い
く
つ
か
本
稿
に
か
か
る
課
題
と
思
し
き
も
の
を
述
べ
て
結
び
に
代
え
た
い
。

　

ま
ず
本
稿
の
試
み
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、「
送
高
」
詩
は
、文
学
史
的
に
見
て
広
義
に
は
、

「
擬
〜
」「
效
・
傚
〜
」「
學
〜
」
な
ど
の
詩
題
で
制
作
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
模
擬
詩
（
言
う
ま

で
も
な
く
、
模
擬
は
批
評
行
為
の
ひ
と
つ
で
あ
る
）
の
手
法
に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
、
模
擬
詩
の
流

れ
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う）
40
（

。
模
擬
詩
の
解
釈
は
、
ま
ず
模

擬
対
象
に
依
拠
す
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
注
釈
に
は
本
稿
と
同
様
の
方
法
が
試
み
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
森
博
行
氏
の
江
淹
の
模
擬
詩
「
雜
體
詩

三
十
首
」
に
か
か
る
研
究
で
は
、
そ
の
よ
う
な
方
法
が
示
さ
れ
て
い
る）
41
（

。
ち
な
み
に
同
様
の

こ
と
は
詩
の
唱
和
に
お
い
て
も
言
え
る
だ
ろ
う）
42
（

。
和
詩
は
唱
詩
に
基
づ
い
て
詠
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
（
こ
れ
も
一
種
の
批
評
行
為
と
言
え
よ
う
）、
和
詩
の
解
釈
は
、
ま
ず
唱
詩
に
拠
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
唱
詩
が
佚
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
和
詩
の
解
釈
に
程
度
の

差
こ
そ
あ
れ
困
難
を
来
た
す
の
で
あ
る
。）
た
だ
こ
こ
で
「
送
高
」
詩
の
場
合
は
、
詩
題
に
模
擬
を

意
図
す
る
語
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
高
適
の
詩
に
和
し
た
も
の
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
判
断

で
き
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
稿
冒
頭
に
お
い
て
紹

介
し
た
伊
藤
氏
、
松
浦
氏
の
指
摘
と
深
く
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
杜
甫
詩
、
ひ
い
て
は
盛

唐
詩
の
文
学
批
評
的
特
質
を
考
え
る
場
合
、
詩
題
に
お
い
て
批
評
を
明
確
に
志
向
し
な
い
作

品
に
お
い
て
、
本
稿
が
検
討
し
た
よ
う
な
文
学
批
評
の
営
み
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、「
送
高
」
詩
に
見
ら
れ
る
手
法
は
、
杜
甫
詩
に
お
け
る
他
者
の
文
学
の
受
容
と
い

う
視
点
と
も
関
係
し
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
加
藤
國
安
氏
が
杜
甫
詩
に
お

け
る
庾
信
詩
の
受
容
と
発
展
（
こ
れ
も
批
評
行
為
の
ひ
と
つ
で
あ
る
）
に
つ
い
て
、
修
辞
や
語
句

レ
ベ
ル
に
お
け
る
精
密
な
比
較
分
析
を
通
し
て
論
じ
て
お
ら
れ
る）
43
（

。
杜
甫
に
他
者
の
文
学
の

特
徴
を
把
握
し
、
そ
れ
を
自
ら
の
文
学
の
表
現
に
活
か
す
性
質
が
強
く
備
わ
っ
て
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
り
、「
送
高
」
詩
は
、
杜
甫
文
学
の
そ
の
よ
う
な
特
質
の
文
脈
の
中
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

　

な
お
加
藤
氏
の
研
究
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
杜
甫
に
お
け
る
前
代
の

0

0

0

文
学
の
受
容
と
発
展

に
つ
い
て
は
論
究
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
同
時
代
詩
人
か
ら

の
受
容
や
影
響
に
つ
い
て
は
、さ
ほ
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

少
な
く
と
も
本
稿
が
試
み
た
詩
句
レ
ベ
ル
で
の
検
討
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
論
者
は
い
ま
、
杜
甫
が
高
適
の
文
学
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
発

展
さ
せ
た
か
を
論
じ
る
準
備
が
な
い
が
、
杜
甫
が
前
代
の
詩
人
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
代
詩

人
の
文
学
に
対
し
て
も
鋭
い
洞
察
力
を
備
え
て
い
た
こ
と
の
一
端
は
明
ら
か
に
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

以
上
の
ほ
か
に
、
杜
甫
が
高
適
に
贈
っ
た
他
の
作
品
で
も
本
稿
と
同
様
の
方
法
で
の
分
析

が
可
能
で
あ
る
の
か
、
高
適
以
外
の
同
時
代
詩
人
に
贈
っ
た
作
品
で
は
ど
う
で
あ
る
の
か
な

ど
の
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

【
注
】

（
１
）　

本
稿
に
お
け
る
杜
甫
詩
の
引
用
は
全
て
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
杜
詩
詳
註
』（
中

華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。
そ
の
巻
数
と
頁
数
を
示
す
。

（
２
）　

こ
こ
で
は
、
詩
人
に
つ
い
て
の
批
評
と
人
物
に
対
す
る
批
評
的
描
写
を
分
け
て
考
え

た
。
後
者
が
前
者
を
包
括
す
る
が
、
杜
甫
の
詩
歌
に
お
け
る
文
学
批
評
的
性
質
を
特
徴

づ
け
る
た
め
に
区
別
し
た
。
そ
の
人
物
に
対
し
て
詩
人
と
し
て
の
視
点
か
ら
描
写
さ
れ

て
い
る
と
き
は
前
者
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
後
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
明
確
に
区
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別
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
こ
こ
に
挙
げ
た
「
飮
中
八
仙
歌
」
の
賀
知
章
に
つ

い
て
の
「
知
章
騎
馬
似
乘
船
、
眼
花
落
井
水
底
眠
。」
と
い
う
描
写
は
、
人
物
に
対
す

る
批
評
的
描
写
で
あ
り
、
そ
こ
に
詩
人
評
価
の
視
点
は
な
い
。
一
方
、
李
白
に
つ
い
て

の
「
李
白
一
斗
詩
百
篇
、長
安
市
上
酒
家
眠
。
天
子
呼
來
不
上
船
、自
稱
臣
是
酒
中
仙
。」

と
い
う
描
写
は
、
全
体
と
し
て
は
李
白
の
飲
酒
に
よ
る
豪
放
さ
を
捉
え
た
人
物
批
評
で

あ
る
が
、
第
一
句
は
詩
作
態
度
に
焦
点
を
お
い
た
詩
人
批
評
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
。

（
３
）　
『
建
安
詩
人
と
そ
の
伝
統
』
第
三
編
「
杜
甫
の
詩
」
第
三
章
「
詩
家
と
し
て
の
杜
甫
」

（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）。
ま
た
同
書
第
四
編
「
盛
唐
の
詩
」
第
一
章
「
盛
唐
の
詩
に

あ
ら
わ
れ
た
文
学
論
の
性
格
」、
第
二
章
「
盛
唐
の
詩
人
と
前
代
の
詩
人
―
盛
唐
に
お

け
る
文
学
論
の
一
面
―
」
に
お
い
て
も
、
盛
唐
詩
の
文
学
批
評
的
性
質
に
つ
い
て
重
要

な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。  

（
４
）　
『
李
白
研
究
―
抒
情
の
構
造
―
』
第
四
章
「
詩
人
と
し
て
の
自
己
と
他
者
―
周
辺
詩

人
と
の
交
遊
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
三
省
堂
、
一
九
七
六
年
）。

（
５
）　

拙
稿
「
杜
甫
「
送
高
三
十
五
書
記
」
詩
の
制
作
を
め
ぐ
っ
て
―
高
適
研
究
の
一
端
と

し
て
―
」（『
山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
九
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
６
）　

杜
甫
と
高
適
の
交
遊
、
高
適
の
事
跡
や
作
品
系
年
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
、
孫
欽

善
『
高
適
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
八
四
年
）
の
編
次
と
同
書
所
収
の
「
高

適
年
譜
」
に
従
う
。

（
７
）　
「
送
高
」
詩
以
外
の
杜
甫
詩
の
系
年
は
、
四
川
省
文
史
研
究
館
『
杜
甫
年
譜
』（
四
川

人
民
出
版
社
、
一
九
五
八
年
）
に
従
う
。

（
８
）　

単
父
台
と
は
、
宋
州
単
父
県
（
山
東
省
単
県
）
に
あ
っ
た
琴
台
。
孔
子
の
弟
子
の

子

賤
が
単
父
の
長
官
で
あ
っ
た
と
き
、
こ
こ
で
琴
を
弾
じ
た
だ
け
で
、
単
父
が
お
さ
ま
っ

た
と
い
う
故
事
が
あ
る
古
跡
。
な
お
天
宝
三
載
の
高
適
の
作
品
に
に
「
登
子
賤
琴
堂
賦

詩
三
首

序
」（
注
（
６
）
所
掲
の
孫
欽
善
『
高
適
集
校
注
』
１
１
５
頁
）「
同
羣
公
秋
登
琴
臺
」

（
１
１
８
頁
）
が
あ
る
。

（
９
）　

吹
台
は
、
河
南
省
開
封
市
東
南
に
あ
っ
た
。
春
秋
時
代
、
晋
の
楽
師
・
師
曠
に
ま
つ

わ
る
古
跡
。

（
10
）　

本
稿
で
引
用
す
る
高
適
詩
は
、注
（
６
）
所
掲
の
孫
欽
善
『
高
適
集
校
注
』
に
よ
る
。

そ
の
頁
数
を
示
す
。
本
文
の
校
異
も
利
用
し
た
。

（
11
）　
「
少
陵
先
生
年
譜
会
箋
」（『
聞
一
多
全
集
』
第
三
冊
所
収
、
開
明
書
店
・
一
九
四
八

年
版
の
大
安
書
店
影
印
本
、一
九
六
七
年
）。
孫
氏
「
年
譜
」
も
こ
の
説
を
襲
っ
て
い
る
。

（
12
）　

第
二
篇
「
唐
代
中
期
的
文
学
批
評
」
第
二
章
「
盛
唐
的
詩
歌
批
評
」
第
四
節
「
杜
甫
」

四
「
沈
鬱
頓
挫
及
其
他
」。
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

（
13
）　

唐
前
詩
の
引
用
は

欽
立
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）

に
よ
る
。
そ
の
巻
数
を
示
す
。

（
14
）　

本
稿
に
お
け
る
「
送
高
」
詩
の
各
句
の
出
典
に
か
か
る
記
述
は
、
吉
川
幸
次
郎
『
杜

甫
詩
注
第
一
冊
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
）
に
負
っ
て
い
る
。

（
15
）　

注
（
14
）
に
同
じ
。

（
16
）　

松
浦
友
久
『
漢
詩
の
事
典
』
Ⅲ
「
名
詩
の
ふ
る
さ
と
（
詩
跡
）」（
植
木
久
行
担
当
、

大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
年
）。

（
17
）　

調
査
を
要
す
る
が
、
功
利
主
義
的
な
交
遊
と
い
う
現
今
の
世
態
を
批
判
的
に
歌
う
こ

と
が
広
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
杜
甫
に
は
高
適
詩

が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
18
）　

高
適
「
燕
歌
行
」
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
者
の
考
え
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
高
適
『
燕

歌
行
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
山
口
女
子
大
学
研
究
報
告　

第
一
部 

人
文
社
会
科
学
』
十
六
、

一
九
九
一
年
）・「
高
適
『
燕
歌
行
』
を
め
ぐ
っ
て
・
続
」（『
山
口
女
子
大
学
文
学
部
紀

要
』
創
刊
号
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
）　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
鄭
希
・
王
彦
明
「
雄
渾
悲
壮
，
慷
慨
悲
歌
―
兼
論
燕
趙
文
化

対
高
適
的
影
響
」（『
衡
水
学
院
学
報
』
二
〇
〇
七
―
四
）
は
、
高
適
は
二
度
の
燕
趙
旅

遊
を
通
じ
て
燕
趙
の
文
化
の
影
響
を
受
け
、
そ
の
詩
風
が
「
慷
慨
悲
壮
」
な
特
徴
を
備

え
る
に
至
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
中
で
杜
甫
が
「
送
高
」
詩
に
お
い
て

高
適
を
「
幽
并
の
児
」
と
表
現
し
た
理
由
を
、
高
適
の
任
侠
、
尚
勇
が
燕
趙
文
化
の
影

響
に
よ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
20
）　

離
職
が
任
期
途
中
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
注
（
５
）
拙
稿
参
照
。

（
21
）　

高
適
詩
に
認
め
ら
れ
る
強
い
自
負
に
つ
い
て
は
拙
稿「
高
適
の
不
遇
感
の
諸
相
」（『
山

口
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）　
『
三
國
志
』「（
陳
）
登
不
爲
動
容
、
徐
喩
之
曰
、
登
見
曹
公
言
、
待
將
軍
譬
如
養
虎
、

當
飽
其
肉
、
不
飽
則
將
噬
人
。
公
曰
、
不
如
卿
言
也
。
譬
如
養
鷹
、
饑
則
爲
用
。
飽
則

揚
去
。
其
言
如
此
。（
呂
）
布
意
乃
解
。」、『
晉
書
』「
權
翼
諫
（
符
堅
）
曰
、
…
…
且

垂
猶
鷹
也
、
飢
則
附
人
、
飽
便
高
颺
。
遇
風
塵
之
會
、
必
有
陵
霄
之
志
。
惟
宜
急
其
羈

、
不
可
任
其
所
欲
。
堅
不
從
、
…
…
」
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（
23
）　

注
（
14
）
吉
川
『
詩
注
』。

（
24
）　

注
（
18
）「
高
適
『
燕
歌
行
』
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）　

注
（
14
）
吉
川
『
詩
注
』。

（
26
）　

注
（
21
）
拙
稿
。
引
用
し
て
い
な
い
作
品
の
詩
題
を
掲
げ
る
。「
贈
別
晉
三
處
士
」

（
２
２
頁
）「
別
孫
訢
」（
２
５
頁
）「
送
魏
八
」（
５
８
頁
）「
別
董
大
二
首
」
其
一
（
７
９
頁
）「
宋

中
送
族
姪
式
顏
時
張
大
夫
貶
括
州
使
人
召
式
顏
遂
有
此
作
」（
８
４
頁
）「
宋
中
別
周
梁

李
三
子
」（
１
２
０
頁
）「
餞
宋
八
充
彭
中
丞
判
官
之
嶺
外
」（
１
３
１
頁
）「
東
平
留
贈
狄

司
馬
」（
１
４
０
頁
）「
贈
別
沈
四
逸
人
」（
１
５
５
頁
）「
睢
陽
酬
暢
大
判
官
」（
１
７
７
頁
）「
別

王
八
」（
２
１
８
頁
）「
同
郭
十
題
楊
主
簿
新
廳
」（
２
６
５
頁
）。「
知
音
」
が
見
え
る
の
は

「
送
蔡
山
人
」（
１
２
７
頁
）「
別
耿
都
尉
」（
２
７
０
頁
）。

　
　
　

つ
ぎ
に
『
全
唐
詩
』
に
よ
り
、
代
表
詩
人
に
お
け
る
知
己
・
知
音
の
用
例
数
（
詩
題
・

序
文
を
除
く
）
を
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
。
知
音
が
０
と
両
者
０
の
場
合
は
数
を
略

す
。
な
お
か
つ
て
拙
稿
で
示
し
た
数
字
に
誤
り
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
以
て
訂
正
す

る
。

　
　

王
績
／
盧
照
鄰
１
／
駱
賓
王
１
・
３
／
李
嶠
0
・
１
／
杜
審
言
／
蘇
味
道
／
王
勃
１
／

楊
炯
２
／
宋
之
問
１
／
沈
佺
期
２
／
陳
子
昂
／
張
説
／
張
九
齢
２
・
１
／
孟
浩
然
３
・

５
／
李
頎
2
・
１
／
王
昌
齢
１
／
王
維
０
・
３
／
李
白
３
・
７
／
儲
光
羲
８
・
３
／
劉

長
卿
５
・
２
／ 

杜
甫
７
・
７
／
岑
参
６
・
２
／
蕭
穎
士
１
／
元
結
１
／
銭
起
10
・
12

／
皇
甫
冉
１
／
独
孤
及
／
顧
況
１
／
郎
士
元
１
・
１
／
戴
叔
倫
４
・
２
／
韋
応
物
０
・

２
／
韓
愈
１
・
５
／
司
空
曙
／
李
端
１
・
１
／
王
建
０
・
１
／
盧
綸
／
李
益
０
・
１
／

孟
郊
２
・
８
／
権
徳
輿
３
・
３
／
張
籍
０
・
２
／
白
居
易
４
・
５
／
劉
禹
錫
４
・
７
／

李
紳
０
・
１
／
柳
宗
元
／
姚
合
３
・
２
／
元
稹
／
賈
島
１
・
10
／
沈
亜
之
／
李
徳
裕
／

李
賀
／
許
渾
４
・
２
／
盧
仝
１
・
２
／
杜
牧
１
・
１
／
温
庭
筠
／
陸
亀
蒙
／
李
商
隠
１
・

１
／
李
群
玉
１
／
皮
日
休
１
／
羅
隠
８
・
７
／
韋
荘
１
・
２
／
司
空
図
１
／
韓

1
／

杜
荀
鶴
６

（
27
）　

注
（
21
）
拙
稿
。

（
28
）　

詩
序
に
「
初
顏
公
任
蘭
臺
郎
、
與
余
有
周
旋
之
分
、
而
於
詞
賦
特
爲
深
知
。
洎
擢
在

憲
司
、
而
僕
寓
於
梁
宋
。
今
南
海
太
守
張
公
之
牧
梁
也
、
亦
謬
以
僕
爲
才
、
遂
奏
所
製

詩
集
於
明
主
。
而
顏
公
又
作
四
言
詩
數
百
字
並
序
、
序
張
公
吹
噓
之
美
、
兼
述
小
人
狂

簡
之
盛
、
遍
呈
當
代
羣
英
。
況
終
不
才
、
無
以
爲
用
、
龍
鍾

蹬
、
適
負
知
己
。
夫
意

所
感
、
乃
形
於
言
、
凡
廿
韻
。」
と
あ
る
。
傍
線
部
に
、
当
時
の
睢
陽
太
守
・
張
九
皐

が
高
適
の
詩
文
を
玄
宗
に
推
薦
し
、
そ
れ
に
顔
真
卿
が
詩
と
序
を
つ
け
て
諸
公
に
披
露

し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
29
）　
「
高
適
の
離
別
詩
に
つ
い
て
」（
大
阪
市
立
大
学
中
国
文
学
会
『
中
国
学
志
』
蒙
号
、

一
九
八
九
年
）。

（
30
）　

注
（
21
）
拙
稿
。

（
31
）　
『
文
学
論
集
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
）。

（
32
）　
「
自
淇
渉
黃
河
」
詩
の
制
作
背
景
や
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
高
適
「
自
淇
渉
黄

河
途
中
作
十
三
首
」
に
つ
い
て
―
「
淇
上
の
高
適
」
補
稿
―
」（『
山
口
県
立
大
学
国
際

文
化
学
部
紀
要
』
十
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
33
）　
「
十
里
黄
雲
白
日

―
「
黄
雲
」
ノ
ー
ト
」（『
中
京
大
学
教
養
論
叢
』
二
六
―
一
、

一
九
八
五
年
）。

（
34
）　

注
（
14
）
吉
川
『
詩
注
』
で
は
典
拠
と
し
て
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
35
）　

早
く
は
劉
開
揚
『
高
適
詩
集
編
年
箋
註
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

（
36
）　

注
（
14
）
吉
川
『
詩
注
』。

（
37
）　
『
杜
甫
詩
注
第
二
冊
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
九
年
）。

（
38
）　

伊
藤
正
文
氏
は
、
杜
甫
の
高
適
に
対
す
る
傾
倒
を
論
ず
る
中
で
、
こ
の
四
句
に
つ
い

て
「
こ
れ
は
単
な
る
社
交
辞
令
で
は
な
い
。
杜
甫
ほ
ど
の
人
間
だ
、
め
っ
た
な
人
間
に

「
佳
句
法
如
何
」
な
ど
と
訊
き
は
し
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。
注
（
３
）「
盛
唐
の
詩

に
あ
ら
わ
れ
た
文
学
論
の
性
格
」。

（
39
）　

注
（
37
）
に
同
じ
。

（
40
）　

六
朝
期
の
模
擬
詩
に
つ
い
て
は
、
安
藤
信
廣
『
庾
信
と
六
朝
文
学
』
第
二
部
「
庾
信

の
文
学
」
第
二
章
「「
擬
詠
懐
二
十
七
首
」
の
方
法
」
第
一
節
「「
擬
」
と
「
詠
懐
」
の

方
法
」
二
「「
擬
」
の
文
学
的
意
味
」（
創
文
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
和
田
英
信
「
模
擬

と
創
造
―
六
朝
雑
擬
詩
小
考
」（『
集
刊
東
洋
学
』
一
〇
〇
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

（
41
）　
「
江
淹
「
雜
體
詩
」
三
十
首
に
つ
い
て
」（『
中
国
文
学
報
』
二
七
、
一
九
七
七
年
）。

（
42
）　

唱
和
詩
に
つ
い
て
は
、齋
藤
茂
「
古
人
へ
の
唱
和
―
宋
代
唱
和
詩
の
新
た
な
意
義
―
」

（
第
二
十
回
中
唐
文
学
会
に
お
け
る
講
演
、
二
〇
〇
九
年
十
月
九
日
）
に
お
い
て
、
模

擬
詩
と
も
関
連
づ
け
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

（
43
）　
「
杜
甫
に
於
け
る
庾
信
―
そ
の
受
容
と
発
展
―
（
安
史
の
乱
以
前
）」（『
集
刊
東
洋
学
』

四
八
、
一
九
八
二
年
）、「
杜
甫
に
於
け
る
庾
信
―
そ
の
受
容
と
発
展
―
（
安
史
の
乱
〜
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秦
州
期
）」（『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
Ⅱ
部　

人
文
・
社
会
科
学
』
十
五
、
一
九

八
三
年
）、「
成
都
期
の
杜
甫
と
庾
信
文
学
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
三
七
、
一
九
八
五

年
）。

（
中
国
文
学
）

【
附
記
】 

本
稿
は
、
平
成
21
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
課
題
番
号

：

20520336
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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Criticism on Gao Shi in Du Fu's Song Gao Sanshi Shuji

KAWAGUCHI Yoshiharu
(Chinese Literature)
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